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は
し
が
き

　

本
書
は
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
を
護
持
す
る
仁
王
像
一
対
お
よ
び
仁
王
門
の
修
理
報
告
書
に
当
た
る
。
拙
僧
が
同
修
理
事
業
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
平
成

二
十
三
年
三
月
十
二
日
。
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
に
遡
る
。
震
災
発
生
時
、
仁
王
門
脇
に
居
合
わ
せ
た
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
仁
王
像
は
門
内
で
激
し
く
音

を
立
て
て
揺
れ
、
今
に
も
倒
れ
ん
ば
か
り
の
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
、
阿
吽
双
方
の
像
と
も
、
翌
日
確
認
し
た
時
点
で
す
で
に
天
衣
の
一
部

が
落
下
。
吽
像
に
あ
っ
て
は
、
額
部
の
部
材
が
外
れ
た
状
態
に
あ
り
、
補
修
に
急
を
要
す
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
前
記
の
破
損
が
果
た
し
て
震
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
は
定
か
で
な
い
。
と
い
う
の
も
、
平
素
仁
王
門
を
通
る
度
掌
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
仁
王
像
の
状
態
を
気
に
か
け
た
こ
と
は
正
直
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
門
内
に
安
置
さ
れ
、
倹
飩
の
金
網
越
し
に
し
か
拝
せ
な
い
阿
吽
各
像
に
つ
い

て
は
、
細
部
の
観
察
も
ま
ま
な
ら
ず
、
経
年
劣
化
の
把
握
に
遅
滞
が
生
じ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
改
め
て
お
も
う
に
、
屋
下
に
こ
そ
あ
れ
、
し
ば
し
ば
風
雨

に
も
晒
さ
れ
る
仁
王
像
ほ
ど
過
酷
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
木
彫
仏
も
な
か
ろ
う
。
か
か
る
仁
王
像
に
住
職
を
拝
命
し
て
以
来
観
察
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
、

不
明
の
至
り
で
あ
り
、
誠
に
申
し
訳
な
く
お
も
う
。

　

幸
い
に
も
、
急
遽
計
画
し
た
同
仁
王
像
の
解
体
修
理
作
業
は
、
地
元
鎌
倉
在
住
の
彫
刻
家
・
瀧
本
光
國
氏
が
ご
門
弟
と
と
も
に
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
を

ご
快
諾
く
だ
さ
り
、
仏
教
美
術
史
家
・
清
水
眞
澄
先
生
の
ご
監
修
も
仰
い
で
進
め
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
境
内
地
の
一
角
に
作
業
小
屋
を
仮
設
し
、
早
く

も
平
成
二
十
三
年
の
十
月
に
は
着
工
に
漕
ぎ
着
け
た
が
、
江
戸
中
期
の
作
と
み
ら
れ
る
仁
王
像
は
、
予
想
以
上
に
劣
化
が
進
行
し
て
お
り
、
ま
た
、
構
造
も

複
雑
で
あ
っ
た
た
め
、
常
時
数
名
で
作
業
を
進
め
て
な
お
、
竣
工
ま
で
に
二
年
余
り
の
歳
月
を
要
し
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
間
、
随
所
に
工
夫
も
凝
ら
し
つ

つ
、
丹
念
に
修
繕
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
仁
王
像
は
、
以
後
数
百
年
に
亘
り
尊
容
を
保
て
る
だ
け
の
堅
牢
さ
も
備
え
た
も
の
と
確
信
す
る
。

　

ま
た
、
阿
吽
各
像
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
修
理
前
・
修
理
後
の
時
点
で
、
井
上
久
美
子
氏
に
銀
塩
写
真
の
撮
影
、
株
式
会
社
テ
ク
ネ
に
Ｖ
Ｒ
画
像
の
作

成
と
三
次
元
計
測
を
依
頼
し
、
今
後
の
調
査
・
研
究
に
資
す
る
記
録
も
の
こ
す
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
、
解
体
中
の
部
材
の
一
部
は
、
十
文
字
美
信
氏
に

よ
る
芸
術
写
真
の
題
材
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
仁
王
像
の
修
理
中
に
は
、
仁
王
門
に
つ
い
て
も
倉
山
剛
氏
に
補
修
を
依
頼
、
番
匠
井
上
有
限
会
社
の
協
力

も
得
て
、
新
装
後
の
像
を
安
置
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
優
美
な
姿
に
整
え
た
。
そ
れ
ら
各
作
業
の
報
告
に
加
え
、
清
水
眞
澄
先
生
、
鈴
木
良
明
先
生
に
よ
る
ご

高
論
も
所
収
し
た
本
書
は
、
仁
王
像
に
関
す
る
修
理
報
告
書
と
し
て
は
過
去
に
類
を
み
な
い
充
実
し
た
書
籍
に
な
っ
た
と
自
負
す
る
。

　

一
連
の
作
業
に
ご
尽
力
を
賜
っ
た
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
述
べ
る
と
と
も
に
、
本
書
の
編
集
に
お
力
添
え
下
さ
っ
た
株
式
会
社
便
利
堂
の
各
位
に
も
感
謝

申
し
上
げ
、
は
し
が
き
に
か
え
た
い
。
合
掌
和
南
。

　

平
成
二
十
七
年
三
月
吉
日

鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院 

住
職　

佐
藤
孝
雄
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例
　
言

一　

本
書
は
平
成
二
十
三
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
に
実
施
さ
れ
た
、
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院 

木
造
仁
王
像　

平
成
修
理
事
業
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

二	

本
書
の
修
理
像
の
名
称
は
仁
王
像
に
統
一
し
た
。

三　

修
理
前
・
後
の
全
身
像
写
真
は
、
井
上
久
美
子
氏
が
撮
影
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。 

四	

十
文
字
美
信
氏
撮
影
の
写
真
及
び
文
「
残
欠
」
を
二
十
六
頁
に
掲
載
し
た
。

五　

修
理
工
程
写
真
・
修
理
図
面
お
よ
び
仁
王
門
扁
額
写
真
は
、
保
存
修
理
の
施
工
に
あ
た
っ
た
㈲
光
圓
美

術
研
究
所
が
撮
影
・
制
作
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

六	

Ｖ
Ｒ
撮
影
・
三
次
元
計
測
写
真
は
㈱
テ
ク
ネ
が
撮
影
・
制
作
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

七	

仁
王
門
修
理
写
真
は
、
創
芸
が
撮
影
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

八　

本
書
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
、
歴
史

的
用
語
、
学
術
用
語
な
ど
慣
例
と
な
っ
て
い
る
表
記
に
つ
い
て
は
こ
の
原
則
に
よ
っ
て
い
な
い
。

九　

本
文
中
の
年
月
日
に
は
和
暦
を
用
い
、（　

）
内
に
西
暦
を
記
し
た
。

十	

関
係
者
の
所
属
は
修
理
完
成
時
。



修
理
完
成
写
真
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仁王門全景
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仁王門　吽形像 仁王門　阿形像
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吽
形
像
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残
欠

　
鎌
倉
高
徳
院
仁
王
像
が
約
二
年
半
の
修
復
作
業
を
経
て
、平
成
二
十
六
年
春
に
再
び
仁
王
門
に
戻
っ
て
き
た
。

　
材
木
座
在
住
の
彫
刻
家
瀧
本
光
國
さ
ん
が
修
復
を
担
当
さ
れ
た
。
修
復
前
の
あ
る
時
期
に
、
私
は
瀧
本
さ
ん

に
お
願
い
し
て
、解
体
さ
れ
作
業
場
に
横
た
わ
っ
て
い
る
仁
王
像
の
部
分
や
断
片
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

い
わ
ゆ
る
「
残
欠
」
の
状
態
で
す
。

　
完
全
な
姿
で
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
仏
像
で
す
が
、
損
壊
し
た
り
解
体
さ
れ
て
断
片
に
な
っ
た
「
残
欠
」
は

も
う
仏
像
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
の
目
に
は
只
の
部
分
に
も
見
え
な
か
っ
た
。
仏
像
の
断
片
と
い
う
存

在
を
超
え
て
、
正
体
不
明
の
「
生
々
し
い
何
者
か
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
吽
像
の
足
先
に
目
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
十
八
世
紀
初
め
に
造
像
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
高
徳
院
仁
王
吽
像
の
足
先
に
、
三
百
年
の
時
間
が

覆
い
被
さ
り
、
私
の
想
像
を
超
え
た
姿
に
変
化
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
「
生
々
し
さ
」
は
い
っ
た
い
何
か
、
気
に
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
仁
王
像
の
足
先
に
は
見
え
ず
、

人
間
の
足
先
で
も
な
い
。
造
像
当
時
の
仏
師
の
心
意
気
も
微
か
な
が
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。
何
か
が
生
き
て
呼
吸

し
て
い
る
よ
う
な
、
人
間
の
意
志
を
超
え
た
圧
倒
的
な
時
間
の
存
在
を
感
じ
ま
す
。
崇
高
な
一
瞬
に
立
ち
会
っ

た
気
が
す
る
の
で
す
。
確
実
に
消
滅
に
向
か
っ
て
い
る
モ
ノ
、
無
に
還
っ
て
い
く
ひ
と
つ
の
過
程
を
目
撃
し
た

確
信
で
す
。

　
修
復
が
完
成
し
た
仁
王
像
は
新
し
い
生
命
が
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た
。私
が
見
た
高
徳
院
仁
王
吽
像
の
足
先
は
、

今
で
は
私
の
記
憶
の
中
で
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。

十
文
字
美
信



修
理
工
程
写
真
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阿
形
像

1　修理前　正面

修理前　全身

3　修理前　背面

4　修理前　右側面 2　修理前　左側面



29

修理前　部分

8　開梱直後の左体側部分

9　腹部の干割れと埋木

10　左足先の損傷と部材の脱落

5　開梱直後の状況

6　矧ぎ目の緩み彩色の剥落

7　右膝彩色の剥落
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解体・修理─頭部

14　体幹部より取り外された頭部

15　面部と玉眼の損傷

16　右側面の損傷状況

11　首枘と体部との間のマチ材を取り除く

12　頭部を体幹部より取り外す

13　緩んだ玉眼を解体前に取り外す

修
理
　
阿
形
像
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解体・修理─頭部

23　新たに水晶製の玉眼を嵌入 20　欠損部分は新補、干割れは木屎漆を充填

21　面部を取り外した状況 18　頭部解体後の状況 17　下から見た頭部内の束

22　眼の周辺を木屎漆で補強、整形

19　頭部の解体
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解体・修理─手

24　彩色除去

25　全解体

26　左手　剥目や釘穴には木屎漆を充填

27　錆漆を施し、弁柄漆を塗布

28　彩色除去

29　全解体

30　右手　剥目やキレツの間隙には木屎漆を充填

31　錆漆を施し、弁柄漆を塗布

左　腕右　腕
修
理
　
阿
形
像
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解体・修理─天衣

32　修理前

33　彩色除去

34　彩色除去後

36　矧ぎ目や損傷部分に木屎漆を充填

37　欠失箇所を新補

35　欠損部分を新補
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解体・修理─体部と足

43　彩色除去後の右足

42　彩色除去後の下半身

41　背面の彩色・下地除去

40　背面の彩色除去作業風景

38　彩色除去

39　彩色除去

修
理
　
阿
形
像
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解体・修理─体部と足

48　取り外した裙裾部分

49　体幹部を構成する中間材

44　矧ぎ目に沿って解体

45　体幹部の首枘穴の状況

46　側面材を取り外した体幹部

47　取り外した右裙先
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解体・修理─体部と足

53　材の間隙に木屎漆を充填

54　矧ぎ目の間隙に木屎漆を充填

55　鎹（かすがい）を外した箇所に埋木をし、木屎漆を充填

50　解体された各部材の補修作業風景

51　体幹部前面材に木屎漆で補修

52　内刳面に埋木をし、木屎漆を充填

修
理
　
阿
形
像
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解体・修理─体部と足

56　背面部材の矧ぎ目

61　左足先の損傷部分に木屎漆を充填 58　補強材の周辺に木屎漆を充填

57　各々の部材の補修

59　右足ふくらはぎを新補

60　左足踵の一部分を新補
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組み上げ─全身・部分

65　新補した足枘

66　切断された足の補修

67　右足の仮組み

62　体幹部の補強

63　右足枘を受ける体幹部補強材

64　新補した右足の枘

修
理
　
阿
形
像
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組み上げ─全身・部分

71　体幹部の補強材

72　左足首を接合し、木屎漆を充填

74　全ての部材を仮接合

68　各部材は麦漆で接合し、鉄鎹で緊結

70　立ち位置の確認

69　調整のため切断箇所に入れたマチ材

73　背面の仮接合
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仕上─部分

80　足先の取付

78　頭部・面部に弁柄漆を塗布

79　桧材にて足枘を新補

77　錆漆の上に弁柄漆を塗布した肉身部

76　下地として錆漆を塗った背面

75　錆漆を塗った頭部

修
理
　
阿
形
像
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仕上─全身

81　首枘穴へマチ材を入れる

84　肉身部は弁柄漆を 2回塗布

83　背中に吊環を取り付ける

85　背面の様子

86　全身の仕上が完了

82　腕を接合し、鎹で補強
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87　修理前　正面

修理前　全身

89　修理前　背面

90　修理前　右側面 88　修理前　左側面

吽
形
像



43

修理前　部分

95　首枘穴の状況

93　両足先の損傷と部材の脱落96　両足と裙裾裏側の状況

94　頭部を体幹部より取り外した状況 91　開梱直後の状況

92　左肘彩色の剥落
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修
理
　
吽
形
像

解体・修理─頭部

100　頭部損傷部からみる玉眼の嵌入状況

101　面部と玉眼の損傷

102　体幹部より取り外された頭部

97　面部の損傷状況

98　頭部を体幹部より取り外す準備風景

99　頭部を体幹部より取り外す
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解体・修理─頭部

106　修理中の阿形像吽形像の面部

107　玉眼の嵌入作業風景

108　新たに水晶製の玉眼を嵌入

109　頭部の内刳りと納入品

104　頭部の解体

105　玉眼周辺の後補材を取り除く

110　修理銘札を頭部へ再納入

103　頭部を抜いた直接の首枘穴
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修
理
　
吽
形
像

解体・修理─手

111　取り外された腕

112　全解体

113　左手　甲の部分に見られる小材が矧ぎ付けられた跡

114　錆漆を施し、弁柄漆を塗布

115　取り外された腕

116　全解体

左　腕右　腕

117　右手・右腕　釘穴には木屎漆を充填

118　錆漆を施し、弁柄漆を塗布
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解体・修理─天衣

119　修理前

120　彩色除去

121　彩色除去後

123　矧ぎ目や損傷部分に木屎漆を充填

122　欠損部分を新補

124　欠失箇所を新補



48

修
理
　
吽
形

解体・修理─体部と足

130　像底から見た裙の矧ぎ目の様子

129　彩色除去により損傷箇所が現れる

128　裙の彩色除去作業風景

127　彩色除去

125　彩色除去

126　彩色除去

修
理
　
吽
形
像
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解体・修理─体部と足

136　体幹部を構成する中間材

137　部材ごとに解体

138　釘抜き作業

135	 取り離した直後の中間材
	 くさびが見える

131　側面材を取り外した体幹部

132　肩の矧ぎ目の蟻枘穴

133　左体側部分の取り離し

134　前面材
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修
理
　
吽
形
像

解体・修理─体部と足

142　木屎漆を充填し、さらに鎹で補強

143　前面材の間隙に木屎漆を充填

144　樹脂木屎（エポキシ系樹脂）で接合

139　干割れの補修と体側材の位置を確認

140　背面材に木屎漆で補修

141　内刳面に木屎漆を充填
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解体・修理─体部と足

147　余分な「ダボホゾ」を切断

145　本体と補強材には「ダボホゾ」を設け接合

146　左側面から見た補強材

151　左体側部分の新補

149　木屎漆の充填作業風景

150	 左足第５指から甲にか
	 け新補

148　補強材の周辺に木屎漆を充填
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修
理
　
吽
形
像

組み上げ─全身・部分

155　体幹部前面材と中間材を接合

156　両足の矧ぎ付け準備作業風景

157　切断された右足首の矧ぎ付け

152　体幹部の補強

153　各部材を繋ぐ補強材

154　体幹部左体側から見た状況
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組み上げ─全身・部分

161　裙の接合 158　両足の矧ぎ付け後

159　背面から見た体幹部の補強材

160　体幹部の補強163　両腕の仮組みによる位置の確認

162　新補材の矧ぎ付
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修
理
　
吽
形
像

仕上─部分

166　肉身には弁柄漆を塗布

165　像全体に塗布された錆漆

164　下地として錆漆を塗布

168　調整のため首枘穴にマチ材を入れる

167　足先の取付

169　首枘の間隙に木屎漆を充填
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仕上─全身

175　正面から天衣の位置を確認

173　完了間近

174　天衣の位置を確認

172　両足先地付面の調整

170　裙には漆で錆固め

171　両腕の接合を残し仕上げに近づく
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阿
形
像

表

裏

全　解　体
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吽
形
像

表

裏

全　解　体
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阿形像　正面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

１
　
阿
形
像

……矧ぎ目

……新補
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阿形像　背面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

２
　
阿
形
像
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阿形像　左側面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

３
　
阿
形
像
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阿形像　右側面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

４
　
阿
形
像
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吽形像　正面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

５
　
吽
形
像

……矧ぎ目

……新補
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吽形像　背面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

６
　
吽
形
像
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吽形像　左側面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

７
　
吽
形
像
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吽形像　右側面　矧ぎ目＋新補

修
理
図
面
　
①‒

８
　
吽
形
像
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阿形像　正面　材別図

修
理
図
面
　
②‒

１
　
阿
形
像
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阿形像　背面　材別図

修
理
図
面
　
②‒

２
　
阿
形
像
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吽形像　正面　材別図

修
理
図
面
　
②‒

３
　
吽
形
像
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吽形像　背面　材別図

修
理
図
面
　
②‒

４
　
吽
形
像
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阿形像　主な構造図

修
理
図
面
　
③‒

１
　
阿
形
像
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吽形像　主な構造図

修
理
図
面
　
③‒

２
　
吽
形
像
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修
理
前
の
状
況
と
修
理
の
概
要	

㈲
光
圓
美
術
研
究
所　

瀧
本
光
國

⑵ 

造
像
技
法

阿
形
像
本
体

　

桂
材
。
寄
木
造
り
。
玉
眼
（
ガ
ラ
ス
製
）。
修
理
前
は
布
貼
り
に
泥
下
地
塗
り
、

肉
身
部
は
朱
漆
、
髻
、
地
髪
、
眉
は
黒
彩
色
塗
り
、
裙
は
群
青
彩
色
を
施
し
表
面

に
は
金
泥
と
墨
で
輪
宝
、
裙
裾
周
辺
に
は
雲
を
金
泥
に
て
施
す
。
天
衣
は
布
貼
り

泥
地
に
彩
色
仕
上
げ
。
頭
、
体
、
右
足
膝
頭
に
内
刳
り
を
施
す
。

　

頭
部
は
髻
と
共
に
前
後
に
二
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。
前
面
材
と
後
部
材
は
髻
頂
部

分
か
ら
耳
後
半
を
通
る
位
置
で
矧
ぎ
付
け
る
。
後
頭
部
は
首
枘
を
含
む
上
下
二
材

の
別
材
を
矧
ぎ
付
け
、
首
枘
で
体
部
に
挿
し
込
む
。
さ
ら
に
面
部
は
額
か
ら
上
唇

ま
で
を
割
り
離
し
、
口
腔
内
を
彫
出
し
矧
ぎ
付
け
る
。

　

体
幹
部
材
は
前
後
に
三
材
を
矧
ぎ
付
け
、
前
面
材
は
両
肩
前
半
を
通
り
、
左
軸

足
膝
頭
に
か
か
る
裙
裾
部
分
に
至
る
ま
で
の
線
を
矧
ぎ
目
と
し
、
左
右
大
腿
部
の

一
部
を
彫
出
す
る
。
中
間
材
は
両
肩
、
背
中
、
左
足
（
足
先
を
除
く
）、
右
膝
の

一
部
分
を
含
む
材
か
ら
な
る
。
後
部
材
は
上
下
二
材
、そ
の
上
部
材
は
左
右
二
材
、

そ
の
下
部
材
は
六
材
を
矧
ぎ
付
け
、
腰
か
ら
裙
裾
に
至
る
部
分
を
彫
り
出
す
。

　

左
体
側
部
は
腰
帯
上
部
か
ら
左
大
腿
部
、
裙
裾
を
含
む
材
か
ら
な
る
。
尚
、
後

方
に
裙
裾
の
翻
り
部
分
を
構
成
す
る
大
小
数
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

　

右
体
側
部
は
腰
帯
下
か
ら
大
腿
部
の
一
部
を
彫
出
。
さ
ら
に
、
大
き
く
翻
っ
た

裙
裾
を
造
る
材
を
後
方
及
び
側
面
に
矧
ぎ
付
け
る
。

　

左
右
共
に
乳
輪
と
乳
首
の
下
部
は
同
材
で
彫
出
し
胸
部
に
矧
ぎ
付
け
る
。
乳
首

⑴  

形　

状 

阿
形
像
本
体

　

三
山
髻
を
結
い
、髻
紐
を
結
ぶ
。
顔
を
右
方
に
向
け
る
。
目
は
見
開
く（
瞋
目
）。

口
は
開
き
上
半
身
は
裸
形
。
下
半
身
は
裙
を
着
け
腰
紐
を
巻
く
。
左
腕
は
体
側
に

振
り
上
げ
肘
を
曲
げ
（
屈
臂
）、
頭
部
横
で
掌
を
内
側
に
五
指
を
握
り
金
剛
杵
を

執
る
。
右
腕
は
体
側
外
に
垂
下
し
掌
を
下
に
指
先
を
前
に
向
け
五
指
を
伸
ば
す
。

腰
は
や
や
左
方
に
ひ
ね
り
裙
裾
を
右
方
に
な
び
か
せ
、右
足
を
踏
み
出
し
て
立
つ
。

　

頭
部
後
方
に
天
衣
を
翻
し
、
両
体
側
に
そ
の
端
を
垂
下
す
る
。

吽
形
像
本
体

　

三
山
髻
を
結
い
、髻
紐
を
結
ぶ
。
顔
を
左
方
に
向
け
る
。
目
は
見
開
く（
瞋
目
）。

口
は
閉
じ
る
。
上
半
身
は
裸
形
。
下
半
身
は
裙
を
着
け
腰
紐
を
巻
く
。
左
腕
は
体

側
に
肘
を
曲
げ
（
屈
臂
）、
腹
前
で
掌
を
下
に
向
け
五
指
を
握
り
金
剛
杵
を
執
る
。

右
腕
は
体
側
に
肘
を
曲
げ
（
屈
臂
）、
胸
横
で
掌
を
前
に
向
け
五
指
を
開
く
。
腰

は
や
や
右
方
に
ひ
ね
り
裙
裾
を
左
方
に
な
び
か
せ
、
左
足
を
踏
み
出
し
て
立
つ
。

　

頭
部
後
方
に
天
衣
を
翻
し
、
両
体
側
に
そ
の
端
を
垂
下
す
る
。

台
座
（
両
像
共
通
）

　

框
座
。
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の
先
端
の
み
別
材
を
寄
せ
る
。

　

両
腕
は
肩
よ
り
別
材
に
よ
る
蟻
枘
で
矧
ぎ
付
け
る
。

　

右
腕
は
肘
を
含
む
上
膊
部
、
前
膊
部
を
左
右
二
材
、
手
首
に
一
材
を
挟
み
、
手

先
を
矧
ぎ
付
け
る
。
親
指
上
面
に
小
材
を
矧
ぐ
。

　

左
腕
は
肘
を
含
む
上
膊
、
前
膊
、
手
先
と
甲
の
一
部
の
四
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

　

左
足
（
軸
足
）
は
足
先
部
分
を
除
い
て
体
幹
部
の
中
間
材
よ
り
彫
出
。
足
先
は

左
右
に
矧
ぎ
付
け
ら
れ
た
二
材
か
ら
な
る
。

　

右
足
は
膝
頭
よ
り
下
か
ら
足
先
を
除
く
踵
に
至
る
部
分
を
別
材
で
造
り
体
幹
部

へ
矧
ぎ
付
け
る
。
足
先
は
左
右
二
材
と
甲
に
小
材
（
後
補
）
を
寄
せ
彫
出
。
さ
ら

に
厚
さ
約
二
㎝
の
薄
材
を
挟
み
足
と
接
合
。

　

足
枘
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
別
材
を
足
裏
に
枘
差
し
と
し
て
い
る
。

　

天
衣
は
概
ね
二
十
材
ほ
ど
の
材
を
矧
ぎ
付
け
形
造
ら
れ
る
。
左
右
の
垂
下
部
分

は
大
き
く
前
後
に
矧
ぎ
目
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
前
面
材
は
数
材
に
、
先
端
に
小
材

を
矧
ぎ
付
け
る
。

吽
形
像
本
体

　

桂
材
。
寄
木
造
り
。
玉
眼
（
ガ
ラ
ス
製
）。
修
理
前
は
布
貼
り
に
泥
下
地
塗
り
、

肉
身
部
は
朱
漆
、
髻
、
地
髪
、
眉
は
黒
彩
色
塗
り
、
裙
は
群
青
彩
色
を
施
し
表
面

に
は
金
泥
と
墨
で
輪
宝
、
裙
裾
周
辺
に
は
雲
を
金
泥
に
て
施
す
。
天
衣
は
布
貼
り

泥
地
に
彩
色
仕
上
げ
。
頭
、
体
、
左
足
大
腿
部
か
ら
脹
脛
に
か
け
内
刳
り
を
施
す
。

　

頭
部
は
髻
と
共
に
前
後
に
二
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。
前
面
材
と
後
部
材
は
髻
頂
部

分
か
ら
耳
後
半
を
通
る
位
置
で
矧
ぎ
付
け
る
。
後
頭
部
は
別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

首
枘
部
分
も
上
下
二
材
の
別
材
を
矧
ぎ
付
け
、
体
部
に
挿
し
込
む
。
さ
ら
に
面
部

は
額
か
ら
顎
ま
で
を
割
り
離
す
。

　

体
幹
部
材
は
前
後
に
三
材
を
矧
ぎ
付
け
、
前
面
材
は
両
肩
前
半
を
通
り
、
右
軸

足
膝
頭
に
か
か
る
裙
裾
部
分
に
至
る
ま
で
の
線
を
矧
ぎ
目
と
し
、
左
右
大
腿
部
の

一
部
を
彫
出
す
る
。
中
間
材
は
両
肩
、
背
中
、
右
足
（
足
先
を
除
く
）、
左
脹
脛

の
一
部
分
を
含
む
材
か
ら
な
る
。
後
部
材
は
上
下
二
材
、
そ
の
上
部
材
は
大
小
数

材
（
六
材
）
で
、
そ
の
下
部
材
も
数
材
（
四
材
）
を
矧
ぎ
付
け
、
腰
か
ら
裙
裾
に

至
る
部
分
を
彫
り
出
す
。

　

左
体
側
部
は
腰
帯
上
部
か
ら
左
大
腿
部
か
ら
足
首
、裙
裾
を
含
む
材
か
ら
な
る
。

さ
ら
に
大
き
く
翻
っ
た
裙
裾
を
造
る
材
を
後
方
及
び
側
面
に
矧
ぎ
付
け
る
。

　

右
体
側
部
は
腰
帯
か
ら
大
腿
部
の
一
部
を
彫
出
。
ま
た
、
後
方
に
裙
裾
の
翻
り

部
分
を
構
成
す
る
大
小
数
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

　

左
右
の
乳
輪
と
乳
首
の
下
部
は
同
材
で
彫
出
し
胸
部
に
矧
ぎ
付
け
る
。

　

両
腕
は
肩
よ
り
別
材
に
よ
る
蟻
枘
で
矧
ぎ
付
け
る
。

　

右
腕
は
肘
を
含
む
上
膊
部
を
前
後
上
下
四
材
、
前
膊
部
は
上
下
二
材
、
手
首
に

一
材
を
挟
み
、
手
先
を
矧
ぎ
付
け
る
。

　

左
腕
は
肘
を
含
む
上
膊
、
前
膊
、
手
先
と
甲
の
一
部
の
四
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

た
だ
し
上
膊
部
と
手
先
の
甲
の
一
部
に
小
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

　

右
足
（
軸
足
）
は
足
先
部
分
を
除
い
て
体
幹
部
の
中
間
材
よ
り
彫
出
。
足
先
は

別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

　

左
足
は
大
腿
部
か
ら
足
先
を
除
く
踵
に
至
る
部
分
を
別
材
で
造
り
体
幹
部
へ
矧

ぎ
付
け
る
。
足
先
は
左
右
二
材
を
寄
せ
彫
出
。
さ
ら
に
薄
材
を
挟
み
足
と
接
合
す

る
。

　

足
枘
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
別
材
を
足
裏
に
枘
差
し
と
す
る
。

　

天
衣
は
概
ね
十
数
片
の
材
を
矧
ぎ
付
け
形
造
ら
れ
る
。
左
右
の
垂
下
部
分
は
大

き
く
前
後
に
矧
ぎ
目
が
認
め
ら
れ
、そ
の
前
面
材
の
先
端
に
小
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

台
座
（
両
像
共
通
）

　

桧
材
に
よ
る
寄
木
造
。
正
面
に
格
狭
間
を
形
造
る
。
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⑶ 
修
理
前
の
状
況

　

今
回
の
仁
王
像
修
理
で
は
、
事
前
調
査
の
段
階
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

施
工
を
進
め
る
中
で
判
明
し
、
そ
の
結
果
、
部
材
の
補
強
方
法
な
ど
構
造
面
で
の

工
夫
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
や
、
ま
た
当
初
の
修
理
方
針
を
検
討
の
す
え
修
正

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
更
に
、
安
置
さ
れ
る
環
境
に
お
い
て
は
、
仁
王

門
内
と
は
い
え
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
気
候
の
変
化
も
直
接
受
け
る
な
ど
想
像
以
上
に

厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

以
下
、
今
回
の
修
理
に
於
け
る
、
仁
王
門
で
の
安
置
の
様
子
や
修
理
前
の
状
況

を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

修
理
の
実
施
に
先
立
ち
現
状
を
調
査
し
た
。
仁
王
門
で
は
金
剛
柵
上
部
に
張
ら

れ
た
金
網
を
通
し
て
見
て
も
、
阿
形
像
・
吽
形
像
と
も
に
、
表
面
の
彩
色
は
既
に

浮
き
上
が
り
剥
落
も
激
し
く
、
台
座
周
辺
に
は
脱
落
し
た
天
衣
の
一
部
や
本
体
部

材
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
木
片
が
散
乱
し
て
い
た
。
ま
た
、そ
の
彩
色
の
剥
落
に
よ
っ

て
素
地
の
露
出
し
た
箇
所
で
は
大
き
な
干
割
れ
や
部
材
の
矧
ぎ
目
に
隙
間
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
像
全
体
に
及
ぶ
矧
ぎ
目
の
緩
み
が
推
測
で
き
た
。
特
に
重
量
の
か
か
る
膝

周
辺
の
不
自
然
な
損
傷
や
、
足
先
な
ど
の
矧
ぎ
目
に
亀
裂
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
両

像
が
か
ろ
う
じ
て
立
ち
姿
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
開
か
れ
た
修
理
検
討
会
に
て
こ
れ
ら
の
知
見
を
報
告
、
全
解
体
修
理

の
方
針
が
決
定
し
た
。
修
理
に
当
た
り
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
作
業
所
で
あ
る
。

修
理
に
は
、
阿
・
吽
二
体
の
像
を
同
時
に
収
納
し
、
作
業
、
調
査
、
記
録
が
で
き

る
だ
け
の
広
さ
が
必
要
と
な
る
。

　

幸
い
、境
内
裏
手
に
二
間
（
三
・
六
ｍ
）
の
高
さ
と
三
間
×
五
間
（
五
・
四
×
九
・

〇
ｍ
）
の
広
さ
の
修
理
所
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
作
業
所
建
設
と
並

行
し
て
、
修
理
前
の
記
録
と
し
て
３
Ｄ
映
像
と
ス
チ
ー
ル
写
真
の
両
撮
影
の
た
め

の
機
材
や
手
順
と
方
法
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
事
前
準
備
を
経
て
平
成
二
十
三
年
十
月
七
日
、
仁
王
像
搬
出
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
像
の
損
傷
状
態
は
想
像
以
上
に
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
仁
王
像
が

安
置
さ
れ
る
空
間
は
約
一
八
〇
㎝
四
方
。
頭
上
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
か
け

吊
り
上
げ
る
。
移
動
に
よ
っ
て
背
面
材
を
含
む
部
材
の
脱
落
の
危
険
性
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
搬
出
の
困
難
さ
を
考
え
て
両
腕
を
取
り
離
す
こ
と
も
検
討
し
た
が

修
理
前
の
状
況
を
記
録
す
る
為
に
も
で
き
る
限
り
現
状
で
の
作
業
所
へ
の
移
動
を

優
先
し
た
。
緩
ん
だ
部
材
も
含
め
像
全
体
を
養
生
し
、
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
に

梱
包
、
修
理
所
へ
の
移
動
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
３
Ｄ
撮
影
、
つ
づ
い
て

ス
チ
ー
ル
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

修理所内でのスチール撮影風景
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⑷ 
損
傷
状
況 

阿
形
像
本
体

１
）	

全
体
に
亘
り
各
矧
ぎ
目
が
緩
み
像
全
体
に
大
き
な
損
傷
が
認
め
ら
れ
た
。

２
）	

さ
ら
に
、
天
衣
の
一
部
や
左
体
側
腰
紐
部
分
、
背
面
臀
部
位
置
の
部
材
、
左

足
先
の
各
部
材
は
既
に
脱
落
し
て
い
た
。

３
）	

全
身
に
塗
ら
れ
た
彩
色
（
肉
身
部
は
朱
塗
り
、
髻
、
地
髪
、
眉
は
黒
色
、
裙

の
群
青
）
は
下
地
よ
り
浮
き
上
が
り
、
剥
離
、
剥
落
が
著
し
く
素
地
の
露
出

も
見
ら
れ
た
。

４
）	

全
体
に
亘
り
各
所
に
打
ち
込
ま
れ
た
鉄
釘
、
鉄
鎹
、
鉄
板
等
が
腐
食
し
浮
き

上
が
り
、
ま
た
抜
け
落
ち
て
い
た
。
さ
ら
に
錆
に
よ
っ
て
周
辺
の
木
質
を
脆

弱
に
し
て
い
た
。

５
）	

髻
紐
は
欠
失
し
て
い
た
。

６
）	

右
目
は
固
定
さ
れ
て
い
る
が
左
玉
眼
は
内
刳
り
さ
れ
た
頭
内
部
に
脱
落
し
、

白
目
の
箇
所
で
縦
に
亀
裂
、
そ
の
他
二
箇
所
に
欠
損
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

両
目
は
眼
球
と
瞼
の
間
に
隙
間
が
あ
る
た
め
か
粘
土
状
の
物
質
で
整
形
さ
れ

て
い
た
（
後
日
、
解
体
に
よ
り
粘
土
状
の
下
層
に
さ
ら
に
漆
木
屎
に
よ
る
整

形
も
確
認
さ
れ
た
）。

７
）	

首
枘
が
挿
し
込
ま
れ
る
体
部
枘
穴
の
背
面
の
部
材
が
矧
ぎ
目
よ
り
脱
落
し
て

い
た
。

８
）	

首
枘
と
枘
穴
と
の
間
の
マ
チ
材
の
う
ち
、
背
面
側
の
数
片
が
脱
落
し
、
緩
み

が
認
め
ら
れ
た
。

９
）	

左
乳
首
（
先
端
は
後
補
）
は
脱
落
、
右
乳
首
は
先
端
が
矧
ぎ
目
よ
り
脱
落
し

て
い
た
。

10
︶	

右
手
第
一
指
の
外
側
の
一
部
が
矧
ぎ
目
よ
り
脱
落
し
て
い
た
。

11
︶	

右
足
膝
下
部
切
断
の
矧
ぎ
目
が
緩
み
、
周
辺
の
材
は
鉄
錆
な
ど
の
影
響
も
加

わ
っ
て
か
、
亀
裂
、
損
傷
が
著
し
か
っ
た
。

12
︶	

左
足
先
が
脱
落
。そ
の
足
先
は
第
二
指
中
央
の
矧
ぎ
目
よ
り
遊
離
し
て
い
た
。

13
︶	

裙
裾
を
形
成
す
る
部
材
の
ほ
ぼ
全
て
が
緩
み
、
背
面
の
比
較
的
大
き
な
部
材

（
五
片
）
が
脱
落
し
、
内
刳
り
の
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で

あ
っ
た
。

14
︶	

左
足
は
踵
地
付
き
よ
り
二
八
㎝
と
三
三
㎝
の
位
置
で
横
に
切
断
さ
れ
帯
状
の

鉄
板
（
二
四
・
五
×
三
・
〇
㎝
）、（
二
五
・
〇
×
三
・
三
㎝
）
と
鎹
で
結
合
さ
れ

て
い
た
が
、
緩
み
が
激
し
く
像
の
立
ち
が
不
安
定
で
あ
っ
た
。

阿形像：頭体部と天衣の損傷状況

阿形像：左腹部と腰部の損傷状況
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15
︶	

左
右
の
足
枘
が
小
さ
く
、
枘
の
挿
し
込
み
も
浅
い
こ
と
か
ら
像
の
立
ち
は
極

め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
現
状
で
は
像
の
自
立
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

16
︶	

足
先
周
辺
に
虫
蝕
穴
や
朽
損
が
認
め
ら
れ
た
。

17
︶	

天
衣
は
左
先
端
の
み
か
ろ
う
じ
て
裙
裾
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
他
の

部
分
は
五
十
七
個
の
木
片
と
な
っ
て
脱
落
し
、
そ
の
部
材
の
多
く
は
経
年
の

た
め
で
あ
ろ
う
か
摩
耗
、
朽
損
等
が
激
し
く
脆
弱
で
あ
っ
た
。

18
︶	

虫
蝕
に
つ
い
て
は
、
背
面
中
央
に
そ
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
が
像
全
体
と
し

て
は
僅
か
で
あ
っ
た
。

吽
形
像
本
体

１
）	

全
体
に
亘
り
各
矧
ぎ
目
が
緩
み
一
部
は
遊
離
し
像
全
体
に
大
き
な
損
傷
が
認

め
ら
れ
た
。

２
）	

天
衣
や
部
材
の
一
部
は
脱
落
し
て
い
た
。

３
）	

全
身
に
塗
ら
れ
た
彩
色
（
肉
身
部
は
朱
塗
り
、
髻
、
地
髪
、
眉
は
黒
色
、
裙

の
群
青
）
は
下
地
よ
り
浮
き
上
が
り
、
剥
離
、
剥
落
が
著
し
く
素
地
の
露
出

も
見
ら
れ
た
。

４
）	

全
体
に
亘
り
各
所
に
打
ち
込
ま
れ
た
鉄
釘
、
鉄
鎹
、
鉄
板
等
が
腐
食
し
浮
き

上
が
り
、
ま
た
抜
け
落
ち
て
い
た
。
さ
ら
に
錆
に
よ
っ
て
周
辺
の
木
質
を
脆

弱
に
し
て
い
た
。

５
）	

髻
紐
は
欠
失
し
て
い
た
。

６
）	

前
面
材
に
於
い
て
、
割
り
離
し
た
面
部
材
の
う
ち
、
眼
窩
を
形
造
っ
て
い
る

上
瞼
を
含
む
上
部
が
割
損
し
脱
落
し
て
い
た
。

７
）	

右
玉
眼
は
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
通
例
の
当
木
は
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
玉

眼
裏
に
当
て
た
綿
を
挟
ん
で
棒
状
の
一
本
の
木
材
に
よ
っ
て
内
側
か
ら
支

え
、
固
定
さ
れ
て
い
た
。

８
）	

左
玉
眼
は
脱
落
寸
前
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
調
査
の
際
、
頭
部
よ
り
取
り
離

し
た
。

９
）	
両
眼
窩
部
分
の
破
損
は
激
し
く
、
眉
間
を
含
む
周
辺
を
粘
土
状
の
物
質
で
整

形
し
て
い
た
。

10
）	

首
枘
と
枘
穴
と
の
間
の
マ
チ
材
の
う
ち
、
左
側
の
数
片
が
脱
落
し
、
緩
み
が

認
め
ら
れ
た
。

11
）	

左
乳
首
は
脱
落
し
て
い
た
。
右
乳
首
も
脱
落
寸
前
で
あ
っ
た
。

阿形像：膝下から足枘までの損傷状況

阿形像：足先周辺の損傷状況
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12
）	
右
肩
の
矧
ぎ
目
及
び
腕
を
構
成
す
る
部
材
の
矧
ぎ
目
が
全
て
緩
ん
で
い
た
。

13
）	
左
肩
の
矧
ぎ
目
及
び
腕
を
構
成
す
る
部
材
の
矧
ぎ
目
が
全
て
緩
ん
で
お
り
、

特
に
肘
の
矧
ぎ
目
は
大
き
く
遊
離
、
脱
落
寸
前
で
あ
っ
た
。

14
）	

左
足
膝
下
部
切
断
の
矧
ぎ
目
が
緩
み
、
周
辺
の
材
は
鉄
錆
な
ど
の
影
響
も
加

わ
っ
て
か
、
亀
裂
、
損
傷
が
著
し
か
っ
た
。

15
）	

左
足
先
の
矧
ぎ
目
が
遊
離
し
、
足
先
が
緩
ん
で
い
た
。

　
　

切
断
さ
れ
た
右
足
脛
部
分
の
接
続
に
用
い
ら
れ
た
鉄
板
、
鎹
が
腐
食
し
浮
き

上
が
っ
て
い
た
。

16
）	

裙
裾
を
形
成
す
る
部
材
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
緩
み
、
脱
落
の
危
険
性
が
見
て
と

れ
た
。

17
）	

左
右
の
足
枘
が
小
さ
く
、
枘
の
挿
し
込
み
も
浅
い
こ
と
か
ら
像
の
立
ち
は
極

め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
現
状
で
は
像
の
自
立
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

18
）	

足
先
周
辺
に
虫
蝕
穴
や
朽
損
が
認
め
ら
れ
た
。

19
）	

天
衣
は
矧
ぎ
目
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
遊
離
し
、
約
二
十
七
個
の
木
片
と
な
っ
て

脱
落
し
て
い
た
。
ま
た
部
材
の
多
く
は
経
年
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
摩
耗
、
朽

損
等
が
激
し
く
脆
弱
で
あ
っ
た
。

台
座
（
両
像
共
通
）

１
）	

彩
色
や
形
状
が
必
ず
し
も
像
容
に
適
合
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

２
）	

天
板
が
薄
い
た
め
台
座
内
で
足
枘
に
遊
び
が
あ
り
、
像
の
立
ち
が
不
安
定
で

あ
っ
た
。

吽形像：左右足枘の状態

吽形像：全体に亘り矧ぎ目がゆるみ、大きく損傷している。

吽形像：木片となってしまった天衣

吽形像：頭部と上半身の損傷状況
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⑸ 
修　

理

阿
形
像
本
体

１
）	

表
面
の
彩
色
を
除
去
し
、
脱
落
し
た
部
材
を
整
理
し
た
。

２
）	

燻
蒸
殺
虫
・
殺
卵
・
殺
カ
ビ
（
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
＋
ア
ル
ゴ
ン
）
を
行
っ
た
。

３
）	

一
旦
、
主
要
な
部
材
間
（
頭
部
と
体
幹
部
、
体
幹
部
と
体
側
部
、
体
幹
部
と

腕
）
の
各
矧
ぎ
目
を
取
り
離
し
清
掃
し
た
。

４
）	

さ
ら
に
、
各
部
材
の
矧
ぎ
目
を
す
べ
て
取
り
離
し
、
腐
蝕
し
た
鉄
釘
・
鎹
・

鉄
プ
レ
ー
ト
を
す
べ
て
除
去
し
た
後
、
汚
れ
を
落
と
し
た
。

５
）	

矧
ぎ
目
の
各
所
に
見
ら
れ
る
木
屎
漆
や
後
補
の
埋
木
等
は
す
べ
て
除
去
し

た
。

６
） 	

材
質
が
脆
弱
化
し
て
い
た
箇
所
は
パ
ラ
ロ
イ
ド
Ｂ
72
の
一
〇
～
三
〇
％
溶
液

を
含
浸
さ
せ
素
地
の
強
化
を
図
っ
た
。

７
）	

像
全
体
に
及
ん
だ
鉄
釘
・
鉄
鎹
の
除
去
後
の
穴
や
小
さ
な
干
割
れ
は
木
屎
漆

を
充
填
、
大
き
な
干
割
れ
箇
所
は
桂
材
で
埋
木
を
し
形
状
を
整
え
た
。

８
）	

ガ
ラ
ス
製
両
玉
眼
と
周
辺
と
の
隙
間
は
後
補
に
よ
る
粘
土
状
の
物
質
で
充

填
、
整
形
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
除
去
し
新
た
に
水
晶
製
の
玉

眼
を
嵌
入
し
た
。
さ
ら
に
後
補
の
当
木
等
の
固
定
処
置
が
不
適
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
当
木
、
真
綿
も
新
補
し
竹
釘
で
固
定
し
た
。
欠
損
が
見
ら
れ
た
瞼
周

辺
は
木
屎
漆
で
形
状
を
整
え
た
。

９
）	

彫
刻
面
に
於
け
る
欠
失
箇
所
は
す
べ
て
桂
材
に
て
新
補
し
た
が
各
所
に
見
ら

れ
た
不
規
則
な
小
欠
損
等
は
必
要
に
応
じ
て
人
工
木
材
（
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系

接
着
剤
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
マ
イ
ク
ロ
バ
ル
ー
ン
）
を
用
い
て
形
状
を
整
え

た
。

10
）	

両
肩
の
矧
ぎ
面
に
は
腕
側
に
別
材
で
板
状
の
蟻
枘
が
取
り
付
け
ら
れ
体
幹
部

側
の
枘
穴
に
挿
し
込
み
接
続
さ
れ
て
い
た
が
、
経
年
に
よ
り
緩
み
が
生
じ
て

お
り
両
腕
の
蟻
枘
を
新
補
し
た
。

11
）	

上
下
に
分
割
さ
れ
た
胴
体
部
分
の
接
続
と
補
強
に
つ
い
て
は
、
接
続
面
は
麦

漆
及
び
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
接
着
剤
を
使
用
し
、
除
去
さ
れ
た
鎹
痕
に
新
補
し

た
打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置
（
焼
き
漆
）
を
施
し
た
鎹
を
打
ち
込
ん
だ
。

さ
ら
に
内
刳
り
内
部
左
右
に
、
上
下
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
桧
材
で
柱
状
の
補

強
材
を
取
り
付
け
た
。

12
）	

一
旦
切
り
離
さ
れ
た
両
足
（
右
足
は
膝
下
、
左
足
は
脛
）
の
接
続
に
使
用
さ

れ
た
鎹
と
帯
状
鉄
板
は
腐
蝕
が
激
し
く
、
す
べ
て
除
去
し
た
。
右
足
は
桧
材

で
新
た
に
枘
と
枘
穴
を
新
補
し
麦
漆
で
接
合
、
打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処

置
（
焼
き
漆
）
を
施
し
た
鎹
で
緊
結
し
た
。
左
足
に
は
既
に
枘
と
枘
穴
が
切

ら
れ
て
い
た
が
、
朽
損
し
て
い
た
た
め
枘
は
新
補
し
た
。

13
）	

両
足
先
の
枘
は
新
補
し
、麦
漆
で
接
合
、打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置
（
焼

き
漆
）
を
施
し
た
鎹
で
緊
結
し
た
。

14
）	

天
衣
は
ほ
ぼ
解
体
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
や
摩
耗
、
朽
損
が
激
し
く
使
用
に
耐

え
ら
れ
な
い
も
の
は
別
保
存
と
し
た
。
欠
失
箇
所
や
小
割
損
箇
所
は
耐
久
性

と
変
形
を
考
慮
し
敢
え
て
桧
材
で
補
足
し
形
状
を
整
え
た
。

15
）	
取
り
離
し
た
す
べ
て
の
矧
ぎ
目
は
麦
漆
で
接
合
し
、
構
造
上
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
は
打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置
（
焼
き
漆
）
を
施
し
た
鎹
と
釘
を

打
ち
込
み
緊
結
し
た
。　

16
）	

す
べ
て
の
矧
ぎ
目
の
間
隙
に
は
木
屎
漆
を
充
填
し
た
。
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17
）	
仕
上
げ
は
下
地
と
し
て
素
地
全
体
に
錆
漆
を
塗
布
し
、
漆
に
よ
る
錆
固
め
を

施
し
た
後
、
肉
身
部
は
弁
柄
漆
を
塗
布
。
裙
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
メ
ヂ
ュ
ウ
ム

（
商
品
名
リ
キ
テ
ッ
ク
ス
ジ
ェ
ル
メ
ジ
ュ
ウ
ム
、
以
下
商
品
名
は
省
略
す
る
）

と
青
色
顔
料
に
よ
る
塗
料
を
塗
布
し
た
。

18
）	

髻
飾
、
元
結
紐
、
持
物
は
す
べ
て
漆
下
地
を
施
し
金
箔
押
し
と
し
た
。

19
）	

腐
蝕
が
激
し
い
鉄
製
の
環
及
び
掛
け
金
具
は
除
去
し
、
鉄
製
で
防
錆
処
置
を

施
し
た
環
、
掛
け
金
具
を
新
補
し
た
。 

吽
形
像
本
体

１
）	

表
面
の
彩
色
を
除
去
し
、
脱
落
し
た
部
材
を
整
理
し
た
。

２
）	

燻
蒸
殺
虫
・
殺
卵
・
殺
カ
ビ
（
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
＋
ア
ル
ゴ
ン
）
を
行
っ
た
。

３
）	

一
旦
、
主
要
な
部
材
間
（
頭
部
と
体
幹
部
、
体
幹
部
と
体
側
部
、
体
幹
部
と

腕
）
の
各
矧
ぎ
目
を
取
り
離
し
清
掃
し
た
。

４
）	

さ
ら
に
、
各
部
材
の
矧
ぎ
目
を
す
べ
て
取
り
離
し
、
腐
蝕
し
た
鉄
釘
・
鎹
・

帯
状
鉄
板
を
す
べ
て
除
去
し
た
後
、
汚
れ
を
落
と
し
た
。

５
）	

矧
ぎ
目
の
各
所
に
見
ら
れ
る
木
屎
漆
や
後
補
の
埋
木
等
は
す
べ
て
除
去
し

た
。

６
） 	

材
質
が
脆
弱
化
し
て
い
た
箇
所
は
パ
ラ
ロ
イ
ド
Ｂ
72
の
一
〇
～
三
〇
％
溶
液

を
含
浸
さ
せ
素
地
の
強
化
を
図
っ
た
。

７
）	

像
全
体
に
及
ん
だ
鉄
釘
・
鉄
鎹
の
除
去
後
の
穴
や
小
さ
な
干
割
れ
は
木
屎
漆

を
充
填
、
大
き
な
干
割
れ
箇
所
は
桂
材
で
埋
木
を
し
形
状
を
整
え
た
。

８
）	

上
下
に
割
損
し
た
頭
部
前
面
材
は
玉
眼
周
辺
の
粘
土
状
の
物
質
を
取
り
除

き
、
上
下
を
麦
漆
で
接
続
し
た
。

９
）	

大
き
く
欠
損
し
た
眼
窩
部
分
は
木
屎
漆
で
周
囲
に
合
わ
せ
形
状
を
整
え
た
。

10
）	

後
補
の
右
玉
眼
の
当
木
は
取
り
除
き
真
綿
、
当
木
、
竹
釘
を
新
補
し
通
例
に

習
い
固
定
し
た
。
そ
の
際
玉
眼
と
の
間
隙
に
は
木
屎
漆
を
充
填
し
た
。
事
前

に
取
り
除
い
た
左
玉
眼
も
同
様
に
固
定
し
た

11
）	

彫
刻
面
に
於
け
る
欠
失
箇
所
は
す
べ
て
桂
材
に
て
新
補
し
た
が
各
所
に
見
ら

れ
た
不
規
則
な
小
欠
損
等
は
必
要
に
応
じ
て
人
工
木
材
（
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系

接
着
剤
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
マ
イ
ク
ロ
バ
ル
ー
ン
）
を
用
い
て
形
状
を
整
え

た
。

12
）	

両
肩
の
矧
ぎ
面
に
は
腕
側
に
別
材
で
板
状
の
蟻
枘
が
取
り
付
け
ら
れ
体
幹
部

側
の
枘
穴
に
挿
し
込
み
接
続
さ
れ
て
い
た
が
、
経
年
に
よ
り
緩
み
が
生
じ
て

お
り
両
腕
の
蟻
枘
を
新
補
し
た
。

13
）	

上
下
に
分
割
さ
れ
た
胴
体
部
分
の
接
続
と
補
強
に
つ
い
て
は
、
接
続
面
は
麦

漆
及
び
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
接
着
剤
を
使
用
し
、
除
去
さ
れ
た
鎹
痕
に
新
補
し

た
打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置
（
焼
き
漆
）
を
施
し
た
鎹
を
打
ち
込
ん
だ
。

さ
ら
に
内
刳
り
内
部
の
左
右
に
、
上
下
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
桧
材
で
柱
状
の

補
強
材
を
取
り
付
け
た
。

14
）	

一
旦
切
り
離
さ
れ
た
両
足
（
左
足
は
膝
下
、
右
足
は
脛
）
の
接
続
に
使
用
さ

れ
た
鎹
と
帯
状
鉄
板
は
腐
蝕
が
激
し
く
、
す
べ
て
除
去
し
た
。
そ
の
左
足
部

分
は
体
幹
材
を
含
む
位
置
で
切
断
さ
れ
て
お
り
枘
で
の
補
強
は
困
難
な
た

め
、
内
刳
り
部
分
を
埋
木
と
し
、
接
着
面
積
を
広
く
す
る
こ
と
で
強
度
を
確

保
し
た
。
麦
漆
で
接
合
し
、表
面
か
ら
は
打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置（
焼

き
漆
）
を
施
し
た
鎹
で
緊
結
し
た
。
右
足
に
は
既
に
枘
と
枘
穴
が
切
ら
れ
て

い
た
が
、
朽
損
し
て
い
た
た
め
枘
は
新
補
し
た
。



80

15
）	

両
足
先
の
枘
は
新
補
し
、麦
漆
で
接
合
、打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置
（
焼

き
漆
）
を
施
し
た
鎹
で
緊
結
し
た
。

16
）	

天
衣
は
ほ
ぼ
解
体
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
や
摩
耗
、
朽
損
が
激
し
く
使
用
に
耐

え
ら
れ
な
い
も
の
は
別
保
存
と
し
た
。
欠
失
箇
所
や
小
割
損
箇
所
は
耐
久
性

と
変
形
を
考
慮
し
敢
え
て
桧
材
で
補
足
し
形
状
を
整
え
た
。

17
）	

取
り
離
し
た
す
べ
て
の
矧
ぎ
目
は
麦
漆
で
接
合
し
、
構
造
上
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
は
打
ち
出
し
の
鉄
製
で
防
錆
処
置
（
焼
き
漆
）
を
施
し
た
鎹
と
釘
を

打
ち
込
み
緊
結
し
た
。　

18
）	

す
べ
て
の
矧
ぎ
目
の
間
隙
に
は
木
屎
漆
を
充
填
し
た
。

19
）	

仕
上
げ
は
下
地
と
し
て
素
地
全
体
に
錆
漆
を
塗
布
し
、
漆
に
よ
る
錆
固
め
を

施
し
た
後
、
肉
身
部
は
弁
柄
漆
を
塗
布
。
裙
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
メ
ヂ
ュ
ウ
ム

と
青
色
顔
料
に
よ
る
塗
料
を
塗
布
し
た
。

20
）	

髻
飾
、
元
結
紐
、
持
物
は
す
べ
て
漆
下
地
を
施
し
金
箔
押
し
と
し
た
。

21
）	

腐
蝕
が
激
し
い
鉄
製
の
環
及
び
掛
け
金
具
は
除
去
し
、
鉄
製
で
防
錆
処
置
を

施
し
た
環
、
掛
け
金
具
を
新
補
し
た
。

台　

座
（
両
像
共
通
）

１
）	

現
状
は
框
座
の
み
で
あ
っ
た
が
形
状
、
色
彩
が
不
適
切
で
あ
り
、
立
ち
も
不

安
定
で
あ
っ
た
。

２
）	

両
像
と
も
新
た
に
樟
材
で
方
座
（
黒
漆
塗
り
）、
桧
材
で
框
座
（
樹
脂
塗
料

塗
り
）
を
新
補
し
た
。

吽形像：解体修理された部材

阿形像：除去された木屎漆や埋木

阿形像・吽形像の各部材を仮接合した様子

阿形像：右足膝下切断部分を取り離す
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⑹ 「
修
理
概
要
」

　

阿
形
像
・
吽
形
像
共
に
ほ
ぼ
同
様
の
構
造
で
作
ら
れ
た
寄
木
造
り
の
仁
王
像
で

あ
る
。
用
材
は
良
質
の
桂
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
は
阿
形
像
・
吽
形
像
共
に

前
後
に
二
材
を
矧
ぎ
付
け
内
刳
り
を
施
し
て
い
た
。
面
部
は
前
面
材
の
一
部
分
を

割
り
離
し
、
内
刳
り
を
施
し
ガ
ラ
ス
製
の
玉
眼
を
嵌
入
し
て
い
た
。
阿
形
像
の
右

玉
眼
は
綿
を
当
て
細
い
棒
状
の
木
片
を
当
木
と
し
て
お
り
、
固
定
方
法
は
粗
雑
で

あ
っ
た
。
両
像
共
に
左
目
は
修
理
前
す
で
に
脱
落
し
て
お
り
固
定
の
様
子
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
吽
形
像
の
右
玉
眼
も
棒
状
の
木
を
玉
眼
裏
と
後
頭
部
裏
と
の
間
に
嵌
め
込

む
よ
う
に
固
定
す
る
と
い
う
極
め
て
便
宜
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。両
像
の
玉
眼
は
、

一
個
の
扁
平
な
球
状
の
吹
き
ガ
ラ
ス
を
縦
に
切
断
し
、
左
右
の
玉
眼
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
も
解
体
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
玉
眼
は
そ
れ
ぞ
れ

頭
部
内
刳
り
内
部
に
納
め
、
新
た
に
水
晶
製
玉
眼
を
嵌
入
し
た
。

　

頸
部
首
枘
部
分
と
体
部
側
の
枘
穴
と
の
間
に
は
か
な
り
の
隙
間
（
広
い
箇
所
で

は
約
二
㎝
）
が
空
い
て
お
り
、
通
常
の
枘
で
あ
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
の
隙
間
を
空
け
て

造
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
さ
て
お
き
、
施
工
で
は
幅
約
五
㎝
程
の
楔
状
の

材
を
そ
の
隙
間
に
巡
ら
せ
、
同
時
に
首
の
位
置
の
調
整
を
お
こ
な
い
接
続
し
た
。

　

体
幹
部
は
大
き
く
前
後
に
三
材
を
矧
ぎ
合
わ
せ
て
造
ら
れ
、
前
面
材
、
中
間
材

共
に
幅
約
四
三
㎝
×
厚
さ
二
七
㎝
の
材
か
ら
形
造
ら
れ
て
い
る
。
裙
の
背
面
を
形

造
る
後
部
材
は
、
厚
さ
約
一
〇
㎝
程
の
材
を
複
数
矧
ぎ
合
わ
せ
た
一
枚
の
板
状
の

上
に
、
裙
裾
の
翻
り
部
分
と
し
て
厚
さ
五
㎝
程
の
小
材
を
、
や
は
り
複
数
矧
ぎ
付

け
内
刳
り
を
施
し
て
い
る
。
前
面
材
と
中
間
材
、
さ
ら
に
中
間
材
と
体
側
材
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
矧
ぎ
面
は
、
雇
い
枘
で
接
続
と
位
置
決
め
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
前
面
材
、
中
間
材
は
枘
部
分
を
彫
り
残
し
、
大
き
く
内
刳
り
を
施
し
て
い

る
為
、
そ
れ
ぞ
れ
の
矧
ぎ
目
の
接
合
面
積
は
僅
か
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
像
全
体
に
亘
っ
て
小
材
を
矧
ぎ
付
け
彫
刻
面
を
形
造
っ
て
お
り
、
全

解
体
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
部
材
数
は
阿
形
像
・
吽
形
像
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
〇
個

程
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
仁
王
像
修
理
で
特
筆
し
た
い
事
と
し
て
、
両
像
の
腰
部
分
と
両
足
の
切

断
箇
所
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

腰
部
分
の
切
断
箇
所
は
地
付
き
か
ら
阿
形
像
は
九
〇
㎝
、
吽
形
像
は
約
九
六
㎝

の
位
置
。
鋸
引
き
面
が
上
部
と
下
部
と
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
箇
所
を

回
し
引
き
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
数
回
に
わ
た
っ
て
鋸
の
方
向
を

引
き
換
え
た
と
見
ら
れ
る
痕
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
接
合
方
法
は
鎹
と
帯
状
鉄

板
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
内
刳
り
に
よ
っ
て
接
合
面
積
は
極
め
て
少
な
く
、

そ
の
為
も
あ
っ
て
か
緩
み
が
見
ら
れ
、構
造
的
に
は
極
め
て
脆
弱
と
な
っ
て
い
た
。

修
理
で
は
切
断
さ
れ
た
上
下
を
繋
ぐ
こ
と
と
、
体
側
材
と
の
接
着
面
の
広
さ
を
考

慮
し
た
補
強
材
を
桧
で
新
補
し
た
。
接
合
は
麦
漆
、
さ
ら
に
ダ
ボ
枘
に
よ
っ
て
補

強
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
施
工
で
は
、
現
状
の
体
幹
部
を
残
し
て
、
ま
ず
体
側
部

を
解
体
し
補
修
、
そ
の
あ
と
体
幹
部
の
枘
位
置
に
合
わ
せ
て
再
び
体
側
材
の
上
下

材
を
接
続
す
る
な
ど
、
通
常
の
「
全
解
体
」「
補
修
」「
組
み
上
げ
」
と
云
っ
た
順

序
と
比
べ
、
多
く
の
時
間
と
工
夫
を
必
要
と
し
た
。

　

切
断
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
造
像
前
、
造
像
中
又
は
造
像
後
（
修
理
時
を

含
む
）
の
い
ず
れ
と
考
え
る
べ
き
か
、
修
理
を
行
う
者
と
し
て
大
い
に
関
心
を
持

つ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
推
測
を
交
え
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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ま
ず
、
造
像
中
ま
た
は
造
像
後
の
切
断
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
根
拠
の
ひ
と
つ
は

阿
形
像
前
面
材
の
左
体
側
面
に
あ
る
二
つ
の
枘
穴
の
一
つ
が
こ
の
切
断
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
、
そ
の
結
果
枘
穴
の
役
目
を
呈
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
枘

穴
が
造
像
当
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
）。
そ
の
こ
と
か
ら
推
測
し

て
切
断
は
少
な
く
と
も
木
組
み
後
の
、
そ
れ
も
枘
の
位
置
が
確
認
で
き
な
い
状
況

で
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
造
像
途
中
、
も
し
く
は
造
像
後
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

仮
に
体
幹
部
を
既
に
切
断
さ
れ
た
材
を
用
い
た
と
し
た
場
合
、
体
側
材
を
わ
ざ
わ

ざ
体
幹
部
の
切
断
位
置
に
合
わ
せ
て
矧
ぎ
付
け
る
必
要
性
が
ど
れ
程
あ
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
体
幹
部
と
体
側
部
の
切
断
面
に
残
る
僅
か
な
鋸
引
き
の
痕
跡
な
ど
か

ら
見
て
も
、
や
は
り
こ
の
切
断
行
為
が
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
当
初
か
ら
切
断
さ

れ
た
用
材
を
用
い
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
両
足
は
、
阿
・
吽
と

も
に
軸
足
は
脛
の
部
分
、
そ
れ
も
阿
形
像
に
つ
い
て
は
二
箇
所
、
遊
足
は
そ
れ
ぞ

れ
膝
下
で
切
断
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
切
断
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
同

材
で
あ
る
こ
と
か
ら
朽
損
に
よ
る
新
補
ま
た
は
造
形
上
の
改
変
と
い
う
こ
と
は
考

え
難
く
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
像
表
面
に
つ
い
て
は
、
部
材
の
矧
ぎ
目
及
び
鎹
、
帯
状
鉄
板
の
位
置
周
辺
に
布

貼
り
が
確
認
さ
れ
た
。
仕
上
げ
は
当
初
、素
地
の
古
色
仕
上
げ
も
検
討
さ
れ
た
が
、

協
議
の
末
、
彩
色
仕
上
げ
と
し
た
。
彩
色
は
修
理
前
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、塗
り
替
え
ら
れ
た
仁
王
門
と
の
調
和
も
考
慮
に
入
れ
た
仕
上
げ
を
め
ざ
し
た
。

素
地
の
木
固
め
と
下
地
を
兼
ね
錆
漆
を
施
し
た
あ
と
錆
固
め
を
行
っ
た
。
表
面
は

肉
身
部
を
弁
柄
漆
と
し
、
裙
、
天
衣
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
メ
ジ
ュ
ウ
ム
と
青
色
顔
料

に
よ
る
塗
料
を
塗
布
し
た
。

　
今
後
、
使
用
し
た
塗
料
、
材
料
等
の
経
過
を
観
察
し
て
い
く
こ
と
や
、
切
断
の

時
期
と
理
由
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

阿形像：新補部分を含めての組み立て
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阿
形
像
頭
部
納
入
　
修
理
銘
札

吽
形
像
台
座
上
部
納
入
　
修
理
銘
札

奉
修
補
仁
王
尊
像
二
躯
願
依
此
功
徳
正

法
興
隆
真
宗
弘
通
寺
門
清
寧
道
縁
具
足

無
諸
障
礙
浄
業
増
長
維
時
明
治
三
十
六
年

九
月
十
五
日
大
日
本
帝
國
鎌
倉
大
佛
殿
別
當
高

徳
院
従
中
興
十
二
代
住
持
善
譽
行
念
欽
白

修
補
者　

轉
法
輪
行
念

　
　
　
横
浜
市
弁
天
通
三
丁
目　
　
　
横
浜
市
末
吉
町
一
丁
目

仝
補
助
者　

柴
田
吉
三
郎　
　

佛
工　

滝
川
繁
蔵

　
　
　
仝　
　
　

二
丁
目　
　
　
　
　
東
京
浅
草
区
榊
町　

仝
補
助
者　

亀
ケ
谷
兼
二
郎　
佛
工　

横
山
松
太
郎

　

東
京
浅
草
菊
屋
橋

　
　
　
　
　
　
　
大　

仏　

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

幸　

慶

　

東
京
浅
草
松
葉
町

　
醍
醐
派
修
験
道　

彫　

刻　

師

　
　
　
　

阿
闍
梨　
　

宮
田
覚
道
和
尚

（表）（裏）

昭和 29. 8. 修理

（表）

　

東
京
浅
草
菊
屋
橋

　
　
　
　
　
　
　
大　

仏　

師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

幸　

慶

　

東
京
浅
草
松
葉
町

　
　
　
　
　
　
修
験
道
醍
醐
派

　
　
　
　
　
彫 

刻 

師　

宮
田
覚
道
僧
正

昭和 29. 8. 修□

（裏）

⑺ 

修
理
銘
札

（表）（裏）

（表）（裏）
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〈　阿　形　像　〉 〈　吽　形　像　〉

像高（髻頂〜軸足） 250.0 242.2

頭頂〜顎 42.4 41.0

面　幅 26.5 26.1

耳　張 30.2 30.4

面　奥 35.1 34.7

胸　奥 41.7 43.6

腹　奥 48.0 47.0

肘　張（右肘外〜左肘外） 106.1 99.3

最大手張 120.6 99.5

足先開外 98.1 99.3

足先開内（右踵〜左踵） 20.4 23.5

裾　張 124.1 127.5

足枘高左 21.1　新補 20.2　新補

足枘幅左 6.8　 〃 6.1　 〃

足枘奥左 10.0　〃 11.2　〃

足枘高右 20.3　〃 20.6　〃

足枘幅右 7.0　 〃 6.1 　〃

足枘奥右 10.0　〃 10.8　〃

像最大幅 124.1 126.2

天衣張（脱落により） 不　明 不　明

重　量 196㎏ 187㎏

髻寸法（高×幅×奥） 18.4 × 19. １× 20.3 20.8 × 19.7 × 218

足寸法（長さ×幅） 左 41.3 × 21.8　右 40.9 × 22.3 左 40.8 × 22.4　右 41.8 × 21.4

法量（修理後）	 単位：cm
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は
じ
め
に

　

高
徳
院
仁
王
像
は
、
銅
造
阿
弥
陀
如
来
像
（
鎌
倉
大
仏
）
の
参
道
入
り
口
に
南

面
し
て
建
つ
仁
王
門
の
左
右
に
、
向
か
っ
て
右
に
阿
形
像
、
左
に
吽
形
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
両
像
と
も
通
例
の
仁
王
像
と
同
様
に
、忿
怒
の
相
で
宝
髻
を
結
い
、

上
半
身
は
筋
骨
逞
し
い
裸
で
下
半
身
に
裙
を
着
け
、
中
央
に
向
け
て
片
足
を
半
歩

出
し
、
顔
と
体
を
そ
の
方
向
に
捻
っ
て
立
っ
て
い
る
。
阿
形
像
は
開
口
し
、
右
手

を
下
し
て
全
指
を
開
い
て
腕
を
内
側
に
捻
り
、
左
手
を
肩
上
に
上
げ
て
金
剛
杵
を

振
り
上
げ
、
吽
形
像
は
口
を
閉
じ
、
右
手
は
全
指
を
開
い
て
腰
上
で
構
え
、
左
手

は
腹
横
で
金
剛
杵
を
上
か
ら
握
っ
て
い
る
。
こ
の
形
は
、
日
本
の
鎌
倉
時
代
後
期

以
降
に
定
型
化
す
る
仁
王
像
の
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
に
則
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
て
き
た
か
を
、
仁
王
像
の
意
味
と
役
割
を
含
め
て
、
形
姿
の

変
遷
か
ら
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
中
期
と
考
え
ら
れ
る
制
作

時
期
を
歴
史
史
料
か
ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
回
行
わ
れ
た
解
体
修
理
に
よ
っ

て
判
明
し
た
造
像
と
修
理
技
術
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　

仁
王
像
の
歴
史
と
造
形

　

仁
王
像
は
、
二
王
像
、
金
剛
力
士
像
と
も
呼
ば
れ
（
本
修
理
報
告
書
は
仁
王
像

に
統
一
す
る
）、
境
内
あ
る
い
は
石
窟
の
入
口
（
門
）
に
守
護
神
と
し
て
の
左
右

一
対
に
安
置
さ
れ
る
が
、
本
来
は
『
増
一
阿
含
経
』
な
ど
が
説
く
よ
う
に
釈
迦
如

来
を
護
衛
す
る
役
目
の
神
で
、
執
金
剛
神
、
密
迹
金
剛
力
士
な
ど
と
称
さ
れ
一
尊

で
あ
っ
た
。
甲
冑
を
つ
け
る
武
装
形
の
像
と
筋
骨
た
く
ま
し
い
裸
形
像
が
あ
り
、

金
剛
杵
な
ど
の
武
器
を
持
ち
、
顔
は
眉
を
逆
立
て
、
大
き
く
眼
を
開
い
て
相
手
を

威
嚇
す
る
忿
怒
の
相
で
、
一
対
の
場
合
に
は
、
口
を
大
き
く
開
け
る
像
を
阿
形
像
、

し
っ
か
り
と
結
ぶ
像
を
吽
形
像
と
称
し
て
い
る
。

　

中
国
で
は
、
仁
王
像
の
源
流
と
さ
れ
る
守
護
神
像
が
、
雲
岡
、
龍
門
、
鞏
県
な

ど
の
石
窟
に
北
魏
時
代
の
像
が
知
ら
れ
る
が
、
栱
門
の
守
護
神
と
し
て
は
、
北
魏

前
期
に
造
立
さ
れ
た
雲
岡
石
窟
第
八
窟
の
着
甲
し
た
武
装
神
形
の
像
が
最
も
早

く
、
そ
の
後
龍
門
賓
陽
中
洞
石
窟
や
魏
字
洞
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
着
甲
せ
ず
に
Ｘ

字
状
の
天
衣
を
着
け
る
像
が
現
れ
、
着
甲
像
と
と
も
に
併
存
し
て
い
く
。
そ
し
て

イ
ン
ド
に
祖
形
が
あ
る
裸
形
の
仁
王
像
が
中
国
で
登
場
す
る
の
は
、
北
斉
時
代
の

龍
門
石
窟
薬
方
洞
外
壁
像
が
早
く(((
、
続
い
て
唐
時
代
の
同
石
窟
奉
先
寺
堂
北
壁
の

巨
像
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
の
仁
王
像
の
形
は
、
奈
良
時
代
の
東
大
寺
法
華
堂
の
塑
造
執
金
剛
神
像
の

よ
う
に
一
尊
で
安
置
さ
れ
て
い
る
例
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
門
の
左
右
に
安

彫
刻
史
か
ら
見
た
高
徳
院
仁
王
像
に
つ
い
て	

清
水
眞
澄
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置
さ
れ
る
の
で
、
中
央
の
入
口
に
向
か
っ
て
構
え
、
門
に
向
か
っ
て
左
に
置
か
れ

る
阿
形
像
は
、
左
足
を
軸
に
し
て
右
足
を
少
し
前
に
出
し
、
上
半
身
を
右
前
に
傾

け
、
吽
形
像
は
阿
形
像
と
対
象
に
右
足
を
軸
に
し
て
立
ち
、
左
足
を
前
に
出
し
上

半
身
を
左
前
に
傾
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
手
の
位
置
や
指
の
形
、
持
物
な
ど
に

変
化
を
つ
け
て
、
ほ
ぼ
対
象
的
あ
る
い
は
攻
守
の
姿
に
造
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
る(((
。
こ
こ
で
は
各
時
代
の
仁
王
像
に
規
形
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
形
が

何
時
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
出
来
上
が
っ
て
き
た
か
を
、
作
例
を
追
い
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

　

日
本
に
お
け
る
仁
王
像
の
作
例
と
し
て
は
、
奈
良
・
長
谷
寺
の
「
銅
板
法
華
説

法
図
」
下
段
の
左
右
に
配
さ
れ
る
力
士
像
と
、
奈
良
・
法
隆
寺
の
中
門
に
安
置
さ

れ
る
塑
像
が
最
も
早
い
と
さ
れ
て
い
る
。「
法
華
説
法
図
」（
八
四
×
七
五
×
二･

三
～
三･

〇
㎝
）
は
、『
法
華
経
』「
見
宝
塔
品
」
に
あ
る
釈
迦
が
法
華
経
を
講
説

し
た
際
に
塔
が
湧
出
し
、
多
宝
仏
が
釈
迦
に
座
を
空
け
て
二
仏
が
並
坐
し
た
と
い

う
有
名
な
場
面
を
表
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
図
を
鋳
出
し
た
銅
版
に
千
体
仏
を

貼
り
付
け
て
お
り
、
中
央
下
段
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
戌
の
年
（
六
八
六
ま
た
は

六
九
八
年
）
に
弓
福
寺
の
僧
道
明
が
天
武
天
皇
の
転
病
延
寿
を
願
っ
て
制
作
し
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
レ
リ
ー
フ
の
仁
王
像
は
、現
在
向
か
っ
て
右
の
像
が
失
わ
れ
、

同
左
の
開
口
す
る
短
躯
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
体
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

法
隆
寺
中
門
の
仁
王
像
は
、『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
材
帳
』
天
平
十
九

年
（
七
四
七
）
に
よ
れ
ば
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
に
造
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

像
高
（
現
状
）
が
阿
吽
形
と
も
ほ
ぼ
三
七
七
㎝
前
後
と
大
き
く
、
塑
像
と
い
う
脆

弱
な
材
質
の
上
、
風
雨
に
曝
さ
れ
る
仁
王
門
に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
再
三
修

理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
日
ま
で
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
奇
跡
に
近
い
も
の

が
あ
る
。
後
世
の
補
修
が
あ
る
と
は
い
え
、
現
在
の
像
容
は
概
ね
力
強
く
動
き
の

あ
る
姿
勢
に
破
綻
に
破
綻
は
な
く
当
初
の
形
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
長
谷
寺
の
銅
板
法
華
説
法
図
と
法
隆
寺
の
中
門
の
仁
王
像
は
、
い
ず
れ

も
裸
形
で
宝
髻
を
結
い
、
腰
か
ら
下
に
裙
を
ま
と
っ
て
天
衣
を
翻
す
と
い
う
点
で

は
、
日
本
の
仁
王
像
の
姿
の
原
点
と
い
え
る
。

　

一
方
甲
冑
を
着
け
た
仁
王
像
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
国
で
は
か
な
り
遺
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本
で
の
遺
例
は
少
な
く
、
著
名
な
像
で
は
東
大
寺
法
華
堂
の
脱
活

乾
漆
造
仁
王
像
と
、
単
独
像
と
し
て
安
置
さ
れ
る
前
記
し
た
同
堂
の
塑
造
執
金
剛

神
像
が
著
名
な
作
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

平
安
時
代
の
早
い
作
例
で
は
、
十
一
世
紀
初
と
さ
れ
る
福
島
・
法
用
寺
像
が
あ

る
。
内
側
の
手
を
下
に
お
ろ
し
、
外
側
の
手
は
肘
を
曲
げ
て
肩
下
で
構
え
て
、
ほ

ぼ
左
右
対
称
の
姿
で
、
全
体
を
一
材
の
巨
木
か
ら
彫
出
し
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん

ど
動
き
が
な
く
直
立
し
、
顔
は
正
面
を
向
き
、
踏
み
出
す
片
足
も
わ
ず
か
に
出
し

て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
他
に
も
近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
こ
の
時
期
の
像
が

明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

次
に
十
二
世
紀
の
制
作
年
が
確
か
な
基
準
作
例
と
し
て
京
都
・
醍
醐
寺
像
と

同
・
峯
定
寺
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。
醍
醐
寺
像
は
、
像
高
が
阿
形
三
五
九
㎝
、
吽
形

三
六
四
㎝
の
大
き
な
像
で
、『
醍
醐
寺
雑
事
記
』『
義
演
准
后
日
記
』
に
よ
れ
ば
、

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
に
大
仏
師
勢
増
、
仁
増
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
、
も
と
南

大
門
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
現
在
の
西
大
門
に
移
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
頭
が
他
の
像
に
比
べ
て
大
き
く
、
顔
を
真
横
に
内
側
に
向

け
て
、
肩
越
し
に
睨
み
付
け
て
い
る
形
は
珍
し
く
、
筋
肉
の
表
現
や
、
裳
裾
の
翻

り
な
ど
は
、
平
安
時
代
の
像
ら
し
く
控
え
め
で
あ
る
。
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峯
定
寺
像
は
、
阿
形
二
七
二
㎝
、
吽
形
二
七
五
㎝
、
体
内
の
墨
書
銘
に
よ
っ
て
、

長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
仏
師
良
元
が
造
立
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
醍
醐
寺
像

に
比
べ
る
と
一
回
り
小
さ
い
が
、
体
全
体
の
動
き
が
あ
り
、
頭
部
が
大
き
い
点
は

醍
醐
寺
像
と
共
通
し
て
い
る
。
眼
鼻
を
顔
の
中
央
に
集
め
て
し
か
め
た
顔
つ
き
に

特
徴
が
あ
る
。

　

こ
の
醍
醐
寺
像
と
峯
定
寺
像
は
、
阿
形
像
が
左
手
を
上
げ
て
肩
上
で
金
剛
杵
を

取
り
、
吽
形
像
は
右
手
の
全
指
を
開
い
て
腰
の
辺
で
構
え
、
内
側
の
手
を
そ
れ
ぞ

れ
ま
っ
す
ぐ
下
に
伸
ば
し
、
片
足
を
踏
み
出
し
て
腰
を
捻
り
、
動
き
が
み
ら
れ
る
。

後
世
の
基
本
的
な
形
は
こ
の
像
あ
た
り
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
両

像
と
も
内
側
の
手
を
ま
っ
す
ぐ
下
に
伸
ば
し
て
い
る
点
と
、
吽
形
像
が
全
指
を
開

い
て
腰
の
辺
で
構
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

全
指
を
開
い
て
構
え
る
ス
タ
イ
ル
は
、
歌
舞
伎
な
ど
古
典
芸
能
の
見
得
を
切
る

場
面
で
も
使
わ
れ
る
形
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
形
の
ル
ー
ツ
は
古
く
、
中
国
・
漢

時
代
の
画
像
塼
（
河
南
省
南
陽
地
区
出
土
）
や
打
虎
亭
墓
の
壁
画
（
河
南
省
密
県
）

に
見
ら
れ
、
こ
れ
が
龍
門
石
窟
賓
陽
中
洞
力
士
像
の
ル
ー
ツ
に
な
っ
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
る(((
。

　

鎌
倉
時
代
の
作
例
は
、
か
な
り
の
作
例
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
優
品
も
多
い

の
で
、
著
名
な
像
を
挙
げ
て
そ
の
形
姿
を
見
て
み
よ
う
。

　

そ
の
冒
頭
を
飾
る
の
が
東
大
寺
南
大
門
の
仁
王
像
で
あ
る
。
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
に
源
平
合
戦
に
よ
り
焼
失
し
た
東
大
寺
の
復
興
は
、
勧
進
僧
重
源

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
南
大
門
は
再
建
さ
れ
、
仁
王
像

も
運
慶
一
門
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
。
仁
王
像
は
像
高
が
阿
形
八
三
六
ｍ
、
吽
形

が
八
四
二
ｍ
の
巨
像
で
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
ま
で
行
わ
れ
た
解
体
修
理
に

よ
っ
て
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
阿
形
像
が
持
つ
金
剛
棒
の
矧
ぎ
面

か
ら
銘
文
が
、
吽
形
像
の
体
内
か
ら
奥
書
に
仏
師
名
な
ど
を
記
し
た
経
巻
が
発
見

さ
れ
、
勧
進
は
重
源
、
作
者
は
阿
形
を
運
慶
、
快
慶
が
、
吽
形
を
湛
慶
、
定
覚
が

担
当
し
、
全
体
を
運
慶
が
監
修
し
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
七
月
に
造
り
始
め
、

わ
ず
か
二
カ
月
ほ
ど
で
造
立
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
制
作
技
術
は
、
解

体
修
理
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
頭
体
幹
部
材
と
し
て
縦
材
八
本
を
組
み
合
わ
せ
、

そ
の
前
面
と
背
面
に
細
い
材
を
ス
ノ
コ
状
に
貼
り
合
わ
せ
て
体
の
形
を
成
型
す

る
、
他
に
例
の
な
い
造
り
方
も
判
明
し
た
。

　

こ
の
東
大
寺
南
大
門
の
仁
王
像
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
鎌
倉
時
代
初
期
に
運
慶

一
門
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
著
名
な
像
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
像
は
、
日
本
の

通
例
の
仁
王
像
と
異
な
り
、
阿
形
像
を
向
か
っ
て
左
に
、
吽
形
像
を
右
に
配
し
、

向
か
い
合
っ
て
安
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
阿
形
像
は
、
右
手
を
脇
腹
に
置
い
て

金
剛
棒
の
下
端
を
支
え
、
左
手
は
肘
を
曲
げ
て
全
指
を
開
き
、
吽
形
像
は
、
右
手

の
肘
を
高
く
上
げ
て
三
、四
、五
指
を
開
き
、
左
手
を
下
に
お
ろ
し
て
宝
棒
を
握
っ

て
い
る
。
こ
の
姿
は
、
京
都
・
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
の
体
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た

墨
刷
弥
勒
浄
土
図
の
金
剛
力
士
像
と
同
じ
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
宋
時
代
の
金

剛
力
士
像
を
手
本
に
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(((
。

　

東
大
寺
の
復
興
に
た
ず
さ
わ
っ
た
重
源
は
、
入
宋
三
度
と
さ
れ
て
い
て
、
宋
様

式
を
取
り
入
れ
た
南
大
門
に
安
置
す
る
仁
王
像
に
、
や
は
り
宋
の
様
式
を
取
り
入

れ
た
こ
と
は
極
自
然
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
仁
王
像
は
、
こ
の
の
ち
京
都
・

万
寿
寺
と
三
重
・
府
南
寺
の
仁
王
像
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
な
い
。

　

鎌
倉
時
代
の
仁
王
像
は
、
そ
の
後
山
口
・
阿
弥
陀
寺
像
や
長
野
・
長
勝
寺
像
の

よ
う
に
平
安
時
代
の
形
を
継
承
す
る
像
や
、
京
都
・
金
剛
院
像
の
よ
う
に
阿
吽
両
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像
が
内
側
の
手
を
真
っ
直
ぐ
下
に
下
し
、
外
側
の
手
を
上
に
振
り
上
げ
る
左
右
対

称
の
像
な
ど
多
少
の
変
化
を
見
せ
な
が
ら
、
阿
形
像
は
開
口
し
、
右
手
を
下
し
て

全
指
を
開
い
て
腕
を
内
側
に
捻
り
、左
手
を
肩
上
に
上
げ
て
金
剛
杵
を
振
り
上
げ
、

吽
形
像
は
口
を
閉
じ
、
右
手
は
全
指
を
開
い
て
腰
上
で
構
え
、
左
手
は
腹
横
で
金

剛
杵
を
上
か
ら
握
る
（
あ
る
い
は
全
指
を
開
く
）
形
が
し
だ
い
に
定
型
化
し
て
い

く
。
こ
の
像
の
特
徴
は
、
吽
形
像
が
左
手
の
肘
を
わ
ず
か
に
曲
げ
る
こ
と
で
、
全

指
を
開
い
て
腰
辺
に
置
く
右
手
と
と
も
に
、
受
け
の
形
が
し
っ
か
り
と
決
ま
り
、

攻
撃
的
な
阿
形
像
と
一
対
に
な
っ
て
、
有
機
的
な
つ
な
が
り
で
あ
る
姿
が
生
ま
れ

た
点
で
あ
る
。
典
型
的
な
例
と
し
て
知
ら
れ
る
旧
興
福
寺
西
金
堂
の
仁
王
像
は
、

体
を
大
き
く
捻
り
裾
を
な
び
か
せ
た
鎌
倉
時
代
を
象
徴
す
る
雄
渾
な
像
で
、
建
久

年
間
（
一
一
九
〇
～
一
一
九
九
）
定
慶
作
の
伝
え
が
あ
る
。
ま
た
、
京
都
・
妙
法

院
の
湛
慶
の
作
と
考
え
ら
れ
る
二
十
八
部
衆
中
の
仁
王
像
（
密
迹
金
剛
像
、
那
羅

延
堅
固
像
）
は
隙
が
な
い
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
体
に
目
を
見
張
る
。
ま
た
肥
後

定
慶
作
の
銘
を
も
つ
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
兵
庫
・
石
龕
寺
像
と
建
長
八
年

（
一
二
五
六
）
岐
阜
・
横
蔵
寺
像
は
、
前
者
が
古
様
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者

は
後
世
の
仁
王
像
の
手
本
に
な
る
よ
う
な
姿
を
形
成
し
、
十
五
年
ほ
ど
の
進
歩
が

感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
他
京
都
・
妙
法
院
、
宝
積
寺
、
勝
持
寺
、
高
知
・
禅
師
峯
寺

な
ど
の
姿
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
こ
の
頃
に
後
世
定
型
化
し
た
仁
王
像
の
姿
が
、

形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　

　

そ
し
て
江
戸
時
代
の
作
で
あ
る
本
像
も
、
こ
の
形
を
手
本
に
し
て
造
立
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

史
料
か
ら
見
た
本
像
の
制
作
時
期

　

鎌
倉
大
仏
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
修
復
と
仁
王
像
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
鈴
木

良
明
氏
が
本
書
の
「
近
世
鎌
倉
大
仏
の
復
興
と
仁
王
像
」
で
明
快
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
仁
王
像
に
つ
い
て
は
こ
の
度
の
解
体
修
理
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
造
像
と

修
理
の
技
法
が
判
明
し
た
の
で
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
史
料
に
つ

い
て
も
こ
こ
で
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
鈴
木
氏
の
論
考
と
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

　

仁
王
像
に
関
わ
る
史
料
は
、
次
の
七
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①	

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
一
月
、
高
徳
院
が
寺
社
奉
行
に
仁
王
像
及
び
表

門
建
立
の
願
書
を
提
出
す
る
。

②	

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
七
月
十
日
、
銅
造
八
尺
仁
王
像
を
神
田
の
鋳
物
師

西
村
和
泉
守
が
完
成
し
、
金
杉
町
の
勧
進
所
に
引
き
取
る
。（『
日
鑑
』）

③	

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三
月
八
日
、
高
徳
院
が
焼
失
す
る
。（『
日
鑑
』）

④	

同
年
三
月
、
木
造
仁
王
像
造
立
の
た
め
の
勧
化
を
始
め
る
。（『
日
鑑
』）

⑤	

同
年
五
月
二
十
一
日
、
木
造
仁
王
像
を
造
り
始
め
る
。（『
日
鑑
』）

⑥	

同
年
九
月
木
造
仁
王
像
完
成
す
る
。（「『
日
鑑
』）

⑦	
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
養
国
上
人
横
須
賀
市
田
戸
庄
聖
徳
寺
に
転
任
。

高
徳
院
朱
塗
り
山
門
を
同
寺
に
移
築
。（
特
別
展
図
録
『
鎌
倉
大
仏
と
阿
弥

陀
信
仰
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫　

二
〇
〇
二
年
十
月
の
年
表
）

⑧	

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
高
徳
院
仁
王
門
建
立
の
た
め
に
、
相
続
講
他
各
所

よ
り
借
金
す
る
。（
特
別
展
図
録
『
鎌
倉
大
仏
と
阿
弥
陀
信
仰
』
神
奈
川
県
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立
金
沢
文
庫　

二
〇
〇
二
年
十
月
の
年
表
）

＊	
﹃
日
鑑
』
は
、
鎌
倉
大
仏
を
復
興
し
た
養
国
上
人
が
享
保
十
八
年
三
月
か

ら
寛
保
三
年
九
月
ま
で
を
記
し
た『
大
仏
鋳
掛
修
復
托
鉢
願
之
日
鑑
』（「
大

仏
尊
再
興
記
」
と
も
記
す
）
の
略
記
。

＊
⑦
⑧
の
年
表
の
典
拠
は
不
明
。

　

本
像
は
史
料
④
⑤
⑥
の
仁
王
像
と
推
定
さ
れ
る
が
、い
く
つ
か
の
疑
問
も
あ
る
。

史
料
の
内
容
と
疑
問
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、	

①
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
一
月
に
寺
社
奉
行
所
に
提
出
し
た
願
書

で
、
往
古
安
置
の
仁
王
像
は
零
落
し
、
多
年
別
所
に
置
い
て
い
た
が
、
表
門
も

大
破
し
て
い
る
の
で
、
門
の
建
立
と
仁
王
像
を
造
立
し
安
置
し
た
い
と
あ
る
。

　
　

そ
し
て
、
②
に
よ
り
翌
年
七
月
に
神
田
鋳
物
師
西
村
和
泉
守
に
よ
っ
て
銅
像

仁
王
像
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
通
常
の
木
像
と
は
異
な
る
銅
造
仁
王

像
の
作
成
は
、
一
連
の
大
仏
復
興
事
業
の
中
で
、
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）

四
月
に
大
仏
の
後
頭
部
に
三
尺
四
方
の
戸
口
扉
と
螺
髪
を
付
け
、
六
月
に
蓮
華

座
の
花
弁
を
作
成
し
た
縁
で
、
神
田
鋳
物
師
西
村
和
泉
守
に
依
頼
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
　

こ
の
時
表
門
の
改
築
に
つ
い
て
は
不
明
。

２
、	

③
は
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）三
月
八
日
に
高
徳
院
が
焼
失
し
た
記
録
で
あ
る
。

　
「
諸
堂
不
残
焼
失
」「
本
尊
並
び
に
過
去
帳
の
類
大
切
之
什
物
ハ
取
出
シ
」「
大

仏
尊
像
何
事
も
無
之
」
と
あ
り
、特
に
「
表
門
壱
ケ
所
相
残
」
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
残
さ
れ
た
表
門
が
、
前
年
建
立
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
新
し
い
門
か
、
大

破
し
た
ま
ま
の
古
い
門
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
前
者
の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く

銅
造
仁
王
像
は
残
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
後
者
の
場
合
に
は
、
銅
造
仁
王
像

は
寺
院
内
に
仮
置
き
さ
れ
て
い
て
、
火
災
で
焼
失
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な

く
も
な
い
。「
表
門
壱
ケ
所
相
残
」
と
あ
る
の
で
、「
表
門
茂
及
大
破
」
と
い
っ

て
も
、
形
は
と
ど
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

３
、	

本
像
に
比
定
さ
れ
る
、
そ
の
後
の
木
造
仁
王
像
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
寛
保

三
年
（
一
七
四
三
）
三
月
本
堂
他
が
焼
失
し
た
そ
の
月
に
勧
化
が
始
ま
り
④
、

五
月
二
十
一
日
に
造
り
始
め
⑤
、
九
月
に
「
一
木
像
二
王
出
来
ニ
付
鎌
倉
江
船

而
引
取
候
事
、
船
賃
金
三
歩
五
百
文
相
払
候
」
と
し
て
完
成
⑥
し
た
こ
と
に
な

る
。
船
で
引
き
取
っ
た
場
所
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

こ
の
木
造
仁
王
像
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
火
災
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。

前
記
し
た
銅
造
仁
王
像
が
火
災
で
焼
失
し
た
の
で
、
木
像
を
造
立
し
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
前
記
し
た
よ
う
に
銅
造
仁
王
像
が
寺
院
内

に
仮
置
き
さ
れ
て
い
て
、
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

４
、	

ま
た
、
⑴
木
像
造
立
の
勧
化
を
始
め
た
の
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三

月
で
、
寺
が
焼
失
し
た
同
じ
月
な
の
は
、
早
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
勧

化
帳
に
、
火
災
の
復
興
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
な
の
か
。
⑵
高

徳
院
は
、
表
門
を
残
し
て
全
堂
宇
を
焼
失
す
る
が
、
最
初
に
古
い
破
損
し
た
表

門
（
銅
像
が
焼
失
し
た
と
す
る
と
、
残
さ
れ
た
の
は
古
い
門
）
に
安
置
す
る
た

め
の
仁
王
像
を
造
る
だ
ろ
う
か
。
⑶
高
徳
院
常
念
仏
焼
失
の
記
事
に
も
、
仁
王

像
造
立
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
、
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。
た
だ
し
、
史
料
の
『
日
鑑
』
は
養
国
上
人
の
日
記
と
さ
れ
て
い
る
が
、

後
日
の
記
録
を
整
理
し
て
事
項
毎
に
記
事
に
し
て
い
る
の
で
、
当
然
前
後
し
て

い
た
り
漏
れ
て
い
る
部
分
も
あ
ろ
う
。

５
、	

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
、
養
国
上
人
が
横
須
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賀
市
田
戸
庄
聖
徳
寺
に
転
任
し
た
際
に
、
高
徳
院
朱
塗
り
山
門
も
同
寺
に
移
築

と
の
記
録
で
あ
る
（
こ
の
出
典
が
不
明
で
あ
る
が
）。
こ
の
時
点
で
、
朱
塗
り

山
門
と
と
も
に
仁
王
像
が
高
徳
院
に
存
在
し
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
仁
王
門
再
建
の
た
め
に
相
続
講
他
各
所
よ

り
借
金
を
し
た
記
録
は
、
山
門
を
再
建
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

仁
王
像
も
新
た
に
造
ら
れ
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

本
像
の
建
立
を
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
と
す
る
も
の
の
、
史
料
上
の
い
く

つ
か
の
疑
問
を
解
決
す
る
に
は
い
く
つ
か
の
推
論
を
重
ね
ね
ば
な
ら
ず
、
修
理

の
跡
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
本
像
の
造
像
技
法
と
修
理
技
法
の
問
題
点

　

一
般
的
に
仁
王
像
の
造
像
技
法
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
他
の
像
と
同
様
に
、

平
安
時
代
後
半
以
降
一
木
造
り
か
ら
寄
木
造
り
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
が
、
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仁
王
像
が
直
接
風
雨
に
曝
さ
れ
る
場
所
に
安
置
さ
れ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
か
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
も
一
木
造
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

近
い
木
取
り
を
し
て
い
る
例
を
ま
ま
見
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
作
で
あ
る
本
像
は
、
寄
木
造
り
で
玉
眼
を
嵌
入
し
、
全
身
に
彩
色

を
施
し
て
い
る
。
頭
部
を
前
後
二
材
に
矧
ぎ
、
首
枘
で
体
幹
部
に
差
し
込
み
、
体

幹
部
も
前
後
矧
ぎ
と
し
、
そ
の
体
幹
部
に
両
手
を
肩
で
矧
ぎ
、
軸
足
は
体
幹
材
と

共
木
と
し
、
踏
み
出
し
た
足
の
腰
下
か
ら
先
は
別
材
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

技
法
は
、鎌
倉
時
代
の
仁
王
像
の
一
般
的
な
造
り
方
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
判
明
し
た
技
法
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
修
理
報
告
の
中

で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
本
像
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

　

そ
の
第
一
は
頭
部
で
あ
る
。
玉
眼
が
は
ず
れ
、
そ
の
周
辺
を
含
め
て
損
傷
し
て

い
た
も
の
の
、
木
質
自
体
は
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、
面
貌
の
表
現
は
体
幹
部
と

そ
れ
ほ
ど
の
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
首
枘
は
体
幹
部
の
首
孔
よ
り
一
回

り
小
さ
く
、
木
面
の
肌
合
い
に
も
違
い
が
あ
り
、
頭
部
は
何
ら
か
の
理
由
で
造
り

代
え
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い（
修
理
工
程
写
真
№
12
）。た
だ
し
、

も
し
そ
の
場
合
で
も
制
作
時
期
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
当
初
の
頭
部

の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　

第
二
は
、
修
理
前
に
は
両
像
と
も
左
眼
の
玉
眼
が
落
ち
て
い
て
、
印
象
が
非

常
に
悪
か
っ
た
が
、
残
っ
て
い
た
右
眼
の
玉
眼
を
見
る
と
ガ
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
、

こ
れ
が
表
情
を
硬
く
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
玉
眼
は
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
の
修
理
記
録
の
「
玉
眼
四
ツ
」
に
相
当
し
、
こ
の
時
に
造
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
（
修
理
工
程
写
真
№
14
）。
こ
れ
を
こ
の
度
水
晶
に
変
え
た
の
で
、

眼
に
奥
深
い
光
が
宿
っ
た
と
い
え
る
。

　

第
三
に
は
、
両
像
と
も
膝
上
で
横
に
の
こ
ぎ
り
を
入
れ
て
切
断
し
、
そ
れ
を
接

い
で
（
い
わ
ゆ
る
芋
付
）
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
仁
王
像
の
よ
う
に
頭
部
や
上

半
身
が
重
く
、
動
き
の
あ
る
立
像
で
こ
の
よ
う
に
構
造
上
弱
い
仕
様
は
考
え
に
く

い
こ
と
で
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
修
理
中
通
し
て
問
題
に
な
っ
た
（
修
理
工
程
写

真
№
48
）。
例
え
ば
修
理
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
、
像
を
移
転
す
る
に
際
し
て
乱

暴
な
話
な
の
だ
が
、
や
む
を
得
ず
切
断
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
像
の
下

半
身
が
重
く
重
心
が
下
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
も
、
そ
こ
に
原
因
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。江
戸
時
代
の
仏
師
の
想
像
つ
か
な
い
工
夫
と
と
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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結
び

　

高
徳
院
仁
王
像
は
、
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
両
像
と
も
通
例
の
仁
王
像
と
同
様

に
、
太
い
眉
を
逆
立
て
た
忿
怒
の
相
で
宝
髻
を
結
い
、
上
半
身
は
筋
骨
逞
し
い
裸

で
下
半
身
に
裙
を
着
け
て
い
る
。
阿
形
像
が
開
口
し
、
右
足
を
半
歩
前
に
出
し
右

手
を
下
し
て
全
指
を
開
い
て
内
側
に
捻
り
、
左
手
は
肘
を
曲
げ
て
肩
の
上
で
金
剛

杵
を
握
る
の
に
対
し
、
吽
形
像
は
口
を
閉
じ
、
右
手
は
全
指
を
開
い
て
腰
上
で
構

え
、
左
手
は
腹
横
で
金
剛
杵
を
上
か
ら
握
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
像
の
ス
タ

イ
ル
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
仁
王
像
の
形
姿
を

継
承
し
て
い
る
と
い
え
る
。
下
半
身
に
着
け
る
裙
は
上
部
で
折
り
返
し
、
裾
の
前

面
は
膝
下
ま
で
で
、
背
面
は
大
き
く
長
く
広
げ
て
い
る
。
顔
は
足
先
の
少
し
先
に

視
線
を
落
と
す
位
置
に
向
け
、
胸
と
腹
を
前
に
出
し
、
幾
分
猫
背
で
、
手
足
の
動

き
に
若
干
ぎ
ご
ち
な
い
面
も
あ
り
、
裙
の
襞
や
翻
り
方
は
重
い
。

　

制
作
年
に
つ
い
て
は
、史
料
か
ら
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、

前
記
し
た
よ
う
に
何
点
か
の
疑
問
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
、
造
形
と
造
像

技
法
か
ら
見
て
も
十
八
世
紀
中
頃
の
作
と
考
え
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
く
、
ま
た

修
理
個
所
の
所
為
に
つ
い
て
も
、
明
快
な
答
え
が
で
た
わ
け
で
な
く
、
か
な
り
複

雑
な
想
像
を
超
え
た
経
過
を
た
ど
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
度
は
損
傷
箇
所
、
欠
損
箇
所
の
木
屎
、
補
材
に
よ
る
修
復
、
主
と
し
て
体

幹
部
の
構
造
的
な
補
強
、
体
幹
部
と
腕
、
足
の
強
固
な
接
合
、
玉
眼
の
水
晶
に
よ

る
新
補
、
像
が
安
全
に
立
つ
た
め
の
足
枘
と
台
座
の
工
夫
、
表
面
の
漆
に
よ
る
塗

装
な
ど
、
極
め
て
丁
寧
な
全
面
的
な
解
体
修
理
が
施
さ
れ
た
。
恐
ら
く
今
後
高
徳

院
の
守
護
神
と
し
て
長
く
そ
の
形
を
と
ど
め
る
と
確
信
し
て
い
る
。

	

注

⑴	

『
六
大
寺
大
観
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店　

昭
和
四
十
四
年
）

⑵	

倉
田
文
作
『
二
王
像
』（『
日
本
の
美
術
』
一
五
一
号　

至
文
堂　

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
）

⑶	

八
木
春
生
「
中
国
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
金
剛
力
士
像
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
中
国
仏
教
美

術
と
漢
民
族
化
―
北
魏
時
代
後
期
を
中
心
と
し
て
―
』　

法
蔵
館　

平
成
十
六
年
二
月　

所
収
）

⑷	

熊
田
由
美
子
「
東
大
寺
南
大
門
仁
王
像
の
図
像
と
造
形
―
運
慶
と
宋
仏
画
」（『
南
都
仏
教
』

五
五
号　

昭
和
六
十
一
年
）

（
三
井
記
念
美
術
館
館
長
）
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は
じ
め
に

　

鎌
倉
時
代
に
鋳
造
さ
れ
た
鎌
倉
高
徳
院
の
「
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
は
我
が

国
の
歴
史
・
美
術
史
上
等
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

同
院
所
蔵
の
『
鎌
倉
大
仏
縁
起(((』（
以
下
『
縁
起
』
と
略
記
）
に
よ
る
と
、
明
応

四
年
（
一
四
九
五
）
の
地
震
と
津
波
で
「
大
仏
の
内
堂
」「
二
王
門
」「
三
門
」
等

悉
く
倒
壊
・
流
失
し
、
以
降
大
仏
殿
の
再
建
も
な
く
そ
の
ま
ま
今
日
ま
で
坐
し
て

い
る
と
い
い
、「
露
座
の
大
仏
」
で
夙
に
親
し
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
大
仏
尊
像
や
寺
内
の
安
穏
、
ひ
い
て
は
仏
法
の
守
護
を
す
べ
く
い
つ
し
か

奉
安
さ
れ
て
い
た
木
造
仁
王
像
一
対
が
こ
の
度
解
体
の
修
理
を
終
え
表
門
（
仁
王

門
）
に
再
び
安
置
さ
れ
た
。
解
体
修
復
に
際
し
胎
内
か
ら
銘
札
が
発
見
さ
れ(((
、
本

像
の
来
歴
と
と
も
に
寺
史
に
加
え
る
新
資
料
を
得
た
。

　

本
稿
は
木
造
仁
王
像
一
対
に
つ
い
て
既
知
の
資
料
な
ど
を
整
理
し
、
本
像
の
造

立
経
緯
を
概
観
し
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

高
徳
院
仁
王
像
の
造
立
に
つ
い
て
は
、
当
院
所
蔵
の
『
大
仏
鋳
掛
修
復
托
鉢
願

之
日
鑑
』（「
大
仏
尊
再
興
記
」
と
も
、以
下
『
日
鑑
』
と
略
記
）
に
記
事
が
あ
る
。

こ
の
『
日
鑑
』
は
『
鎌
倉
市
史
』（
近
世
史
料
編
・
第
二
）
に
翻
刻
収
録
さ
れ
て

い
る
が(((
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
三
月
か
ら
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
九
月

ま
で
、
約
十
年
間
に
及
ぶ
大
仏
の
修
復
に
関
し
て
当
寺
の
住
持
養
国
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た
日
記
で
あ
る
。
た
だ
、
日
記
と
は
い
え
日
並
を
追
っ
て
記
さ
れ
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
後
日
に
諸
記
録
を
も
と
に
事
項
毎
に
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
記

事
に
前
後
が
見
ら
れ
た
り
も
す
る
が
、
こ
の
期
に
行
わ
れ
た
大
仏
の
修
復
事
業
の

概
要
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
『
日
鑑
』
な
ど
を

も
と
に
『
鎌
倉
市
史
』（
通
史
編
(((）

は
「
鎌
倉
の
大
仏
」
を
立
章
し
、
近
世
に
お

け
る
鎌
倉
大
仏
の
修
復
経
過
と
と
も
に
仁
王
像
の
造
立
に
関
し
て
も
要
領
よ
く
纏

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し

た
い
。

祐
天
上
人
の
大
仏
復
興

　

近
世
に
お
け
る
鎌
倉
大
仏
の
本
格
的
な
修
復
事
業
は
、
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
十
一
月
に
当
地
方
を
襲
っ
た
所
謂
「
元
禄
地
震
」
に
端
を
発
し
て

い
る
。
こ
の
地
震
に
よ
り
大
仏
は
「
前
方
之
台
坐マ

マ

石
段
崩
、大
仏
三
尺
程
下
り
傾
(((」

と
い
う
被
害
で
あ
っ
た
が
、
長
年
の
風
雪
に
耐
え
て
き
た
露
座
の
大
仏
は
地
震
の

害
も
加
わ
っ
て
一
層
朽
損
が
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
大
仏
の
荒
廃
し
た

姿
か
ら
修
復
を
発
願
し
た
の
が
、
後
に
増
上
寺
三
十
六
世
と
な
る
顕
誉
祐
天
上
人

で
あ
る
。『
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
祐
天
上
人
が
小
石
川

伝
通
院
在
住
の
時
、
大
仏
の
石
座
の
修
復
や
大
仏
尊
像
の
穿
裂
を
繕
っ
た
。
上
人

の
こ
の
大
仏
復
興
志
願
に
江
戸
浅
草
の
商
人
野
嶋
新
左
衛
門
泰
祐
が
喜
捨
し
て
、

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
常
念
仏
を
開
闢
、
翌
年
寺
地
に
常
念
仏
堂
が
成
り
、
大

近
世
鎌
倉
大
仏
の
復
興
と
仁
王
像	

鈴
木
良
明
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仏
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の
基
盤
が
整
っ
た
。
こ
こ
に
祐
天
上
人
は
有
信
の
弟
子
野

嶋
新
左
衛
門
泰
祐
の
作
善
を
讃
え
て
「
高
徳
院
」
の
法
名
を
授
け
、
常
念
仏
の
道

場
に
「
高
徳
院
」
の
額
を
掲
げ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
正
徳
期
の
祐
天
上
人
に
よ
る
大
仏
の
修
復
事
業
は
一
応
終
了
し

た
。
発
願
主
の
祐
天
上
人
を
中
興
開
山
に
、
野
嶋
新
左
衛
門
を
中
興
開
基
と
し
て

大
仏
と
高
徳
院
が
新
た
に
始
動
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
『
縁
起
』
は
、
中
興
開
基
で
あ
る
野
嶋
新
左
衛
門
が
正
徳
二
年
、
三
年

（
一
七
一
二
、三
）
頃
に
流
罪
に
処
せ
ら
れ(((
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
三
月
に
御

赦
免
と
な
っ
て
帰
府
し
た
も
の
の
、
家
財
闕
所
で
資
糧
も
尽
き
常
念
仏
も
中
絶
の

危
機
に
瀕
し
た
と
続
く
。

養
国
上
人
の
大
仏
修
復

　

祐
天
上
人
の
正
徳
期
大
仏
修
復
か
ら
二
十
数
年
の
の
ち
養
国
と
い
う
僧
が
高
徳

院
住
持
に
任
じ
ら
れ
た
。
野
嶋
泰
祐
と
養
国
は
親
子
の
「
好
身
（
誼
）」
を
結
ん

で
い
た
因
縁
に
あ
っ
た
と
い
い
、
泰
祐
の
強
い
推
挙
に
よ
っ
て
本
山
の
光
明
寺
に

働
き
か
け
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
住
持
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
養
国
の

高
徳
院
住
職
へ
と
か
か
る
動
向
か
ら
み
れ
ば
、
祐
天
上
人
の
大
仏
修
復
志
願
を
継

承
す
べ
く
泰
祐
が
託
し
た
人
選
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

入
院
し
た
養
国
は
、
大
仏
の
胎
内
が
鳥
類
の
糞
で
汚
損
、
古
骨
、
石
塔
な
ど
が

散
在
し
て
い
る
状
況
を
見
て
、
直
に
大
仏
修
補
の
大
願
を
起
こ
し
た
と
『
日
鑑
』

の
冒
頭
に
記
し
て
い
る
。
大
仏
の
尊
像
は
と
い
え
ば
、
祐
天
上
人
が
所
々
に
鋳
掛

修
復
で
繕
っ
た
も
の
の
、
惣
身
に
は
三
、四
寸
の
穴
が
開
き
螺
髪
も
抜
け
落
ち
、

背
中
の
扉
も
な
く
胎
内
に
鳩
雀
が
巣
食
い
、
雨
天
時
に
は
腐
朽
の
穴
か
ら
の
浸
水

で
衣
襞
な
ど
に
溜
水
の
あ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
享
保
二
十
年（
一
七
三
五
）

『
鎌
倉
大
仏
修
造
勧
進
帳
(((』

に
は
、
先
に
大
仏
尊
像
の
修
復
、
蓮
座
・
石
壇
の
再

造
を
果
た
し
て
か
ら
「
而
後
尚
慕
先
規
造
立
大
殿
」
と
あ
る
の
で
、
養
国
の
目
論

む
復
興
の
先
に
は
「
大
仏
殿
」
の
再
建
と
い
う
大
願
が
あ
っ
た
。

　

養
国
は
修
復
事
業
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
大
仏
修
補
の
経

過
記
録
が
享
保
十
八
年
か
ら
寛
保
期
に
か
け
て
養
国
自
身
の
記
し
た
『
日
鑑
』
な

の
で
あ
る
。

　
『
日
鑑
』
に
よ
り
養
国
代
の
大
仏
修
復
の
経
過
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。

　

先
ず
、
高
徳
院
の
住
職
養
国
は
寺
社
奉
行
所
宛
に
托
鉢
許
可
願
を
享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）五
月
に
出
願
し
た
。願
書
は
、江
戸
市
中
で
の
七
ヶ
年
間（
元
文
五
年
・

一
七
四
〇
ま
で
）
の
托
鉢
で
喜
捨
を
集
め
て
、
大
仏
の
鋳
掛
修
復
を
行
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
願
に
対
し
寺
社
奉
行
所
は
、
托
鉢
が
出
家
本
来
の

行
為
で
あ
る
の
で
「
勝
手
次
第
」
だ
が
、
御
免
勧
化
と
紛
れ
な
い
よ
う
に
と
条
件

を
付
し
承
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
芝
金
杉
一
丁
目
の
宿
所
を
勧
進
所
と
定
め
江
戸

市
中
の
募
縁
活
動
を
開
始
し
た
。　

　

江
戸
市
中
の
托
鉢
は
順
調
に
進
ん
だ
よ
う
で
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に

は
『
縁
起
』
や
「
鎌
倉
大
仏
修
造
勧
進
帳
」
が
成
り
、ま
た
江
戸
で
「
大
仏
講
中
」

が
結
成
さ
れ
勧
進
活
動
の
支
援
体
制
も
整
っ
た
。

　

一
方
、
江
戸
で
の
旺
盛
な
勧
進
活
動
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
修
復
費
用
捻
出
の

方
策
も
採
ら
れ
て
い
る
。
祐
天
上
人
な
ど
が
寄
付
し
た
常
念
仏
料
の
運
用
に
よ
る

利
金
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た(((
。
ま
た
、
勧
進
活
動
は
江
戸
市
中
に
限
っ
た
こ
と
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で
は
な
く
三
浦
半
島
の
村
々
等
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
で
も
わ
か
る(((
。

　

こ
う
し
た
勧
進
活
動
の
結
果
、
白
毫
の
寄
進
や
螺
髪
の
資
糧
寄
進
な
ど
も
相
次

ぎ
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
螺
髪
や
蓮
弁
が
江
戸
神
田
の
西
村
和
泉
守
に

よ
っ
て
鋳
立
て
ら
れ
、
翌
元
文
二
年
四
月
に
は
「
惣
門
」
に
「
獅
子
吼
山
」
も
掲

額
し
、
同
年
七
月
に
は
大
仏
の
開
眼
供
養
が
厳
修
さ
れ
、
大
仏
尊
像
の
一
連
の
修

復
事
業
が
完
了
し
た
。

大
仏
修
復
の
勧
進
継
続
と
仁
王
像

　

大
仏
の
鋳
掛
修
復
を
一
応
完
成
さ
せ
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
九
月
に
な
っ

て
、
高
徳
院
は
再
び
寺
社
奉
行
所
に
願
書
を
差
し
出
し
た
。
先
の
享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）
五
月
の
出
願
は
、大
仏
鋳
掛
修
復
助
成
の
た
め
江
戸
市
中
で
の
七
ヶ

年
間
（
元
文
五
年
・
一
七
四
〇
ま
で
）
の
托
鉢
御
免
で
あ
っ
た
。
し
か
し
既
に
元
文

二
年
（
一
七
三
七
）
に
は
大
仏
の
開
眼
供
養
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
大
仏
の
鋳

掛
復
興
が
名
目
上
一
応
終
了
し
た
た
め
、
今
回
は
残
余
の
期
間
を
引
き
続
き
修
造

助
成
と
し
て
江
戸
市
中
で
の
托
鉢
の
許
可
を
仰
ご
う
と
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
そ
の

為
の
宿
所
も
増
上
寺
霊
屋
別
当
恵
眼
院
下
飯
倉
町
の
順
了
寺
境
内
に
決
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
元
文
五
年
三
月
に
な
っ
て
、
養
国
は
順
了
寺
で
縁
起
・
仏
書
講
釈

名
付
け
て
常
説
法
所
を
企
図
し
て
寺
社
奉
行
所
に
出
願
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
増
上

寺
の
添
簡
が
必
要
で
あ
っ
た
為
、
増
上
寺
大
僧
正
の
尊
誉
了
般
に
添
簡
を
願
う
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
ど
う
い
う
理
由
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も

了
般
の
了
解
が
得
ら
れ
ず
、
つ
い
に
は
こ
の
常
説
法
所
の
開
設
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
結
果
と
な
り
勧
進
活
動
の
拡
充
は
望
め
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
の
ち
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
一
月
に
『
日
鑑
』
は
江
戸
で
の
仁
王
像

造
立
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
即
ち
、
公
儀
へ
提
出
し
た
以
下
の
願
書
で
あ
る
。

	

　

乍
恐
以
書
付
奉
願
候
事

一	

鎌
倉
大
仏
高
徳
院
申
上
候
、
愚
院
表
門
ニ
往
古
安
置
仕
候
二
王
之
像
及

零
落
候
ニ
付
、多
年
別
所
ニ
納
置
申
候
、今
般
托
鉢
之
助
力
を
以
致
再
興
、

尤
有
来
候
表
門
茂
及
大
破
候
ニ
付
、
是
又
建
立
作
事
仕
、
右
二
王
致
安

置
度
奉
願
候
、
御
免
許
被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上　

	

　
　

寛
保
元
酉
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
大
仏　

高
徳
院　

印

	

　
　
　

寺
社 

御
奉
行
所

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
往
古
よ
り
仁
王
像
が
あ
っ
て
零
落
し
て
い
る
た
め
別
所
に
あ

る
と
い
い
、
托
鉢
の
助
力
に
よ
っ
て
大
破
の
表
門
（
仁
王
門
）
と
も
に
再
興
し
た

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
養
国
は
、
江
戸
常
説
法
所
開
設
は
断
念
し
た
も
の
の

托
鉢
勧
進
活
動
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
仏
鋳
掛
修
復
事
業

の
延
長
線
上
に
仁
王
像
再
興
を
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
諸
堂
宇
の
整
備
も
志
向
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
こ
の
出
願
に
対
し
て
容
易
に
御
免
と
な
る
よ
う
な
筋
で
は
な
い
と
い
う
予

測
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
目
黒
祐
天
寺
の
仁
王
像
造
立
が
、
内
証
に
し
て
一

位
様
（
桂
昌
院
）
の
御
願
で
あ
っ
て
も
漸
く
に
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、

大
仏
仁
王
像
は
往
古
よ
り
存
在
し
た
と
は
い
え
新
規
造
立
に
近
く「
存
外
六
ヶ
敷
」

い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
出
願
に
対
す
る
結
果
は
、

予
想
に
反
し
寺
社
奉
行
の
判
断
を
す
る
ま
で
の
案
件
に
は
な
く
、
地
元
代
官
所
へ

の
届
出
で
事
済
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

別
所
に
置
か
れ
零
落
し
て
い
た
仁
王
像
の
材
質
は
不
明
で
あ
る
が
、
再
興
す
べ
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き
仁
王
像
は
銅
造
で
あ
っ
た
。
出
願
の
翌
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
七
月
十
二
日

に
は
完
成
し
引
取
っ
て
い
る
。『
日
鑑
』
は
大
勢
の
講
中
若
者
組
が
「
車
二
乗
」

で
金
杉
一
丁
目
勧
進
所
に
て
、「
唐
金
之
二
王
像
高
八
尺
台
座
共
ニ
壱
丈
之
長
サ
出

来
ニ
付 

神
田
鋳
物
師
西
村
和
泉
守
よ
り
請
取
」
と
記
す
。

　

こ
の
後
銅
造
の
仁
王
像
は
鎌
倉
へ
運
ば
れ
た
。
鋳
立
代
諸
色
で
金
百
八
両
、
鎌

倉
ま
で
の
引
取
・
雑
用
費
で
六
両
か
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
銅
造
仁
王
像
が
ど
こ

に
安
置
さ
れ
た
の
か
は
明
確
な
記
録
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
へ
銅
造
仁
王
像
が
運
ば
れ
た
翌
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三

月
八
日
朝
五
ツ
時
に
本
堂
脇
よ
り
失
火
し
て
、
高
徳
院
焼
失
し
た
と
の
報
が
芝
金

杉
の
養
国
の
元
へ
届
い
た
。
本
尊
や
什
物
は
焼
失
を
免
れ
、
大
仏
尊
像
も
無
事
で

あ
っ
た
が
、「
表
門
」
を
残
し
諸
堂
残
ら
ず
焼
失
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
「
表
門
」
と
仁
王
像
の
関
係
で
あ
る
。
先
に
見
た
、

寛
保
元
年
寺
社
奉
行
所
宛
の
願
書
に
「
愚
院
表
門
ニ
往
古
安
置
仕
候
二
王
之
像
」

を
「
再
興
」
し
た
い
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
表
門
に
銅
造
の
新
仁
王
像
が
本
来
安

置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
表
門
は
焼
失
を
免
れ
た
と
は
い
え
、
大
破
し

て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
新
銅
造
の
仁
王
像
は
表
門
に
安

置
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
表
門
に
奉
安
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
銅
造
仁
王
像
は
火
損
を
蒙
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
往
古
よ
り
有
っ
た
零
落
し
て
別
置
し
て
あ
っ
た
仁
王
像

は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

寛
保
三
年
三
月
八
日
の
高
徳
院
焼
失
と
い
う
災
禍
に
屈
す
る
こ
と
な
く
一
方
で

木
像
の
仁
王
像
の
造
立
が
開
始
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
高
徳
院
焼
失
月
と

同
じ「
寛
保
三
年
三
月
」に
漢
字
と
和
字
の
序
文
が
添
え
ら
れ
た「
二
王
観
（
勧
）化

帳
」

が
作
ら
れ
、「
右
両
序
観
（
勧
）化

帳
者
寛
保
三
年
亥
三
月
よ
り
木
造
之
二
王
像
之
勧
化

な
り
」
と
注
記
し
、今
回
の
仁
王
像
が
鋳
造
像
で
は
な
い
と
区
別
し
て
い
る
の
は
、

何
か
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
勧
化
序
が
何
時
つ
く
ら
れ
発

効
し
た
の
か
明
確
な
日
付
は
な
く
、
ま
た
序
文
は
一
般
的
な
仁
王
像
の
利
益
を
説

く
の
み
で
火
災
の
記
載
が
一
切
無
く
疑
義
が
残
る
が
、高
徳
院
の
火
災
で
「
表
門
」

に
安
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
銅
造
仁
王
像
が
損
傷
し
た
た
め
、
新
た
に
木
造
の
仁

王
像
造
立
を
試
み
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
勧
化
帳
作
成
か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
同
年
五
月
二
十
一
日
に
「
今
日
よ

り
木
造
二
王
造
立
、
て
う
な
（
手
斧
）
立
初
る
」
と
あ
り
、
同
年
九
月
に
は
「
木

像
二
王
出
来
ニ
付
鎌
倉
江
船
ニ
而
引
取
候
事
、
船
賃
金
三
歩
五
百
文
」
と
あ
っ
て
、

勧
化
開
始
か
ら
約
半
年
後
に
は
木
造
仁
王
像
が
完
成
し
鎌
倉
へ
運
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
度
平
成
の
修
復
を
終
え
た
「
木
造
仁
王
像
」
は
、
こ
の
寛
保
三
年
時
造
立

の
尊
像
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
様
式
や
構
造
面
、
寺
史
な
ど
か

ら
の
検
討
も
必
要
か
と
思
わ
れ
、
即
断
は
避
け
て
お
き
た
い
。
な
お
、
大
仏
の
中

興
開
基
旦
那
で
あ
る
野
嶋
新
左
衛
門
泰
祐
は
、
寛
保
三
年
四
月
に
木
造
仁
王
像
の

完
成
を
待
た
ず
に
江
戸
で
終
命
し
た
。
法
名
：
高
徳
院
深
蓮
社
法
誉
大
異
泰
祐
居

士
。

高
徳
院
の
復
興
と
仁
王
門

　

寛
保
三
年
の
火
災
で
表
門
（
仁
王
門
）
の
み
を
残
し
て
諸
堂
残
ら
ず
焼
失
し
た

高
徳
院
は
早
速
堂
宇
の
再
建
を
進
め
て
い
る
。

　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）「
秋
分
」
の
寺
社
奉
行
差
免
の
開
帳
と
し
て
大
仏
別
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当
高
徳
院
宛
に
次
の
よ
う
に
出
さ
れ
た((((
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
鎌
倉
大
仏
別
当　

高
徳
院　

右
自
坊
去
ル
亥（寛
保
三
年
）

三
月
八
日
不
残
致
焼
失
、
貧
寺
故
再
建
自
力
ニ
難
叶
ニ
付
、

本
尊
座
像
之
阿
弥
陀
如
来
其
外
霊
宝
等
、
来
ル
子
（
延
享
元
年
）

七
月
朔
日
よ
り
同
八
月

晦
日
迠
日
数
六
十
日
之
間
、
於
本
所
回
向
院
境
内
開
帳
仕
度
旨
、
子（延
享
元
年
）

三
月

因（山
名
豊
就
）

幡
守
方
江
願
出
、
同
月
六
日
於
内
寄
合
願
之
通
差
免
之

　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
七
月
朔
日
よ
り
八
月
晦
日
ま
で
江
戸
本
所
回
向
院
境

内
で
の
開
帳
の
目
的
は
明
ら
か
に
火
災
後
の
高
徳
院
の
「
再
建
」
に
あ
っ
た
。
こ

の
出
開
帳
で
の
喜
捨
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
再
建
を
果
た
せ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、現
在
高
徳
院
境
内
に
残
る
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
銘
「
石
造
手
水
鉢
」（
江

戸
飯
倉
猯
町
伊
勢
屋
忠
兵
衛
寄
進
）
が
示
す
よ
う
に
、
江
戸
住
民
の
支
援
と
養
国

に
よ
る
火
災
後
の
復
興
努
力
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
の
ち
養
国
上
人
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
隠
居
し
田
戸
（
横
須
賀

市
）
聖
徳
寺
へ
転
じ
、
同
寺
の
再
建
に
尽
力
し
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
八
月

二
十
九
日
に
同
寺
で
遷
化
し
た((((
。
淨
蓮
社
薫
誉
上
人
到
阿
養
国
円
宿
和
尚
。

　

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
火
災
で
焼
失
を
免
れ
た
表
門
（
仁
王
門
）
等
に
つ

い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
仁
王
門
と
仁
王
像
は
不
離
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
仁

王
像
造
立
に
か
か
わ
り
若
干
の
手
掛
か
り
に
な
ろ
う
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
五
月
の
高
徳
院
所
蔵
資
料((((
に
よ
る
と
「
二
王
門 

間
数
四
間 

奥
行
弐
間
三
尺 

坪
数
拾
坪 

建
築
年
代 

正
徳
二
辰
年
改
築 

東
京
神
田

野
島
新
左
衛
門
寄
附
」
や
「
…
建
築
年
代 

正
徳
二
辰
年 

東
京
神
田
野
嶋
新
左
衛

門
寄
附
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
仁
王
門
が
改
築
、
或
は

建
立
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
鎌
倉
近
世
史
料
』（
長

谷
・
坂
ノ
下
編
）
所
収
の
「
長
谷
・
坂
ノ
下
近
世
略
年
表
稿
((((」

に
は
出
典
を
記
し

て
い
な
い
が
、「
正
徳
二
年 

野
島
新
左
衛
門
高
徳
院
に
仁
王
門
・
仁
王
像
及
び
仏

前
の
銅
燈
籠
（
鋳
物
師
太
田
駿
河
守
正
義
）
を
寄
進
」
と
あ
る
。

　

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
成
立
の
『
縁
起
』
に
は
仁
王
門
や
仁
王
像
に
係
る

記
述
は
な
く
、
こ
れ
ら
伝
承
や
記
述
の
真
否
を
直
に
検
証
で
き
な
い
が
、
正
徳
二

年
は
祐
天
上
人
の
大
仏
修
復
が
完
了
し
、
野
嶋
泰
祐
の
諸
寄
進((((
が
あ
っ
た
時
点
で

あ
る
の
で
、正
徳
二
年
仁
王
門
建
立
も
あ
な
が
ち
に
否
定
で
き
な
い
。
加
え
れ
ば
、

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
行
の
『
新
編
鎌
倉
志
』
の
「
大
仏
図
」
に
は
境
内
に

門
ら
し
き
建
物
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
仁
王
門
の
建
立
は
少
な
く
と
も
貞
享

期
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
先
に
ふ
れ
た
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

の
寺
社
奉
行
所
に
宛
て
た
仁
王
像
再
興
願
書
に
は
「
愚
院
表
門
ニ
往
古
安
置
仕
候

二
王
之
像
及
零
落
候
ニ
付
、
多
年
別
所
ニ
納
置
申
候
」
や
「
有
来
候
表
門
茂
及
大
破

候
ニ
付
、
是
又
建
立
作
事
仕
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
大
破
し
て

い
る
表
門
（
仁
王
門
）
と
と
も
に
零
落
し
て
別
所
に
置
か
れ
て
い
る
仁
王
像
が
と

も
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
四
月
朔
日
に
は
「
惣
門
」
に
「
獅
子
吼
山
」

を
掲
額
し
た
と
い
う
記
事
が
『
日
鑑
』
に
見
え
る
。
こ
の
惣
門
が
表
門
と
同
じ
か

ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
高
徳
院
は
こ
の
掲
額
の
以
前
に
本
山
の
許
可

を
得
て
山
号
を
「
獅
子
吼
山
」
と
改
称
し
て
お
り
、
元
文
二
年
七
月
の
大
仏
開
眼

供
養
に
間
に
合
わ
せ
、
既
存
の
門
に
額
を
掲
げ
替
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

仮
に
両
門
が
併
存
し
て
い
た
と
し
て
も
、
正
徳
二
年
に
仁
王
門
が
存
在
す
る
説
は

一
応
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
現
在
の
仁
王
門
は
関
口
欣
也
氏
の
考
察
に
よ
り
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
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頃
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る((((
。
ま
た
、「
聖
徳
寺
（
養
国
が
隠
居
し
、

示
寂
し
た
寺
院
）
の
朱
塗
山
門
は
高
徳
院
か
ら
移
築
」
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
も
あ

る((((
。
た
だ
、
表
門
、
惣
門
は
同
じ
門
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
門
で
あ
る

の
か
、
ま
た
、
明
和
五
年
（
一
七
六
六
）
に
仁
王
門
が
再
建
さ
れ
る
ま
で
木
造
の

仁
王
像
を
ど
こ
に
奉
安
し
て
い
た
の
か
な
ど
疑
問
が
残
る
。

　

し
か
し
明
和
五
年
仁
王
門
再
建
説
を
前
提
に
考
え
る
と
、
ひ
と
つ
次
の
よ
う
な

推
測
も
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

当
初
、
寛
保
期
（
一
七
四
一
〜
一
七
四
四
）
に
銅
像
仁
王
像
を
ま
ず
再
興
し
次

い
で
（
並
行
し
て
）
仁
王
門
を
再
建
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
慮
の

失
火
に
よ
り
銅
造
仁
王
像
が
損
傷
し
、
新
た
に
木
造
仁
王
像
を
造
る
こ
と
と
な
っ

た
。
銅
造
、
木
造
の
違
い
は
あ
れ
同
じ
像
高
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
再
建
安

置
す
る
仁
王
門
も
同
規
模
の
門
を
想
定
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

し
か
し
、
高
徳
院
焼
失
よ
っ
て
仁
王
像
を
奉
安
す
る
門
の
再
建
が
覚
束
な
く

な
っ
た
。
寺
社
奉
行
所
へ
の
願
書
に
、
仁
王
像
を
再
興
し
て
か
ら
（
並
行
し
て
）

仁
王
門
を
造
る
と
い
う
建
前
で
あ
っ
た
た
め
、
銅
造
に
替
え
て
木
造
仁
王
像
を
先

行
し
て
造
立
し
、
そ
の
後
に
仁
王
門
を
建
立
す
る
方
針
の
転
換
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
高
徳
院
に
あ
っ
た
朱
塗
り
の
門
（
大
破
し
て
い
た
表
門
か
、
或
は

惣
門
か
定
か
で
な
い
）
は
、養
国
上
人
に
よ
っ
て
宝
暦
の
頃
ま
で
に
聖
徳
寺
へ
「
山

門
」
と
し
て
移
築
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
木
造
仁
王
像
は
出
来
た
も
の
の

仁
王
門
の
再
建
は
明
和
五
年
ま
で
遅
延
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

推
測
に
推
測
を
重
ね
た
推
論
で
あ
り
、
種
々
の
疑
問
点
が
残
る
の
で
す
べ
て
は

後
考
を
俟
つ
と
し
て
お
き
た
い
。

　

江
戸
期
に
お
け
る
高
徳
院
の
仁
王
門
に
関
し
て
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』『
相

中
留
恩
記
略
』『
鎌
倉
覧
勝
考
』
に
若
干
の
記
述
や
挿
絵
が
あ
る
が
、
鎌
倉
大
仏

を
紹
介
し
た
多
く
の
紀
行
文
な
ど
に
は
仁
王
門
に
関
す
る
記
載
は
乏
し
い
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
に
襲
っ
た
関
東
大
震
災
で
大
仏
尊
像
を

は
じ
め
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
が
、高
徳
院
境
内
の
建
物
で
は「
仁
王
門
ヲ
除
ク
外
」

は
全
部
倒
壊
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る((((
。

﹇
付
記
﹈	

こ
の
度
の
仁
王
像
解
体
修
理
中
に
発
見
さ
れ
た
銘
札
に
よ
り
、
本
像
が
明
治
三
十
六
年
と
昭

和
二
十
八
年
に
修
補
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
明
治
三
十
六
年
の
修
補
に
つ

い
て
は
、
高
徳
院
所
蔵
『
明
治
三
十
六
年
臨
時
費
控　

仁
王
尊
彩
色
及
仁
王
門
塗
替
日
記
會

計
帳
』（
半
紙
判
横
折
綴
、
墨
付
八
丁
）
が
残
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
の
修
補
の
あ
り
さ
ま

が
知
れ
る
の
で
参
考
の
た
め
末
尾
に
付
し
た
。

注

⑴	

縁
起
は
上
・
下
巻
。
発
願
主
は
野
嶋
泰
祐
、
そ
の
所
望
に
よ
っ
て
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）

当
寺
の
住
持
養
国
が
編
述
。『
鎌
倉
大
仏
縁
起
』（
鎌
倉
大
仏
史
研
究
会
編
・
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳

院
発
行 

平
成
十
四
年
）
に
再
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑵	

銘
文
は
別
掲
（
八
十
一
頁
）。

⑶	

昭
和
六
十
二
年
七
月　

鎌
倉
市　

吉
川
弘
文
館
刊
。

⑷	
平
成
二
年
三
月　

鎌
倉
市　

吉
川
弘
文
館
刊
。

⑸	

「
公
儀
等
差
出
書
類
」『
鎌
倉
市
史
』（
近
世
史
料
編
二
）
昭
和
六
十
二
年
七
月　

鎌
倉
市　

吉
川

弘
文
館
刊
。

⑹	

新
井
白
石
『
折
た
く
柴
の
記
』
に
野
嶋
新
左
衛
門
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
正
徳
四
年

（
一
七
一
四
）
五
月
に
「
正
徳
の
金
銀
改
鋳
」
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
改
鋳
に
対
し
野
嶋
新
左
衛
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門
が
異
議
を
唱
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
金
銀
流
通
の
遅
れ
が
生
じ
た
た
め
同
年
十
一
月
に
流
罪
に

処
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。

⑺	

『
鎌
倉
市
史
』（
近
世
史
料
編
二
）
昭
和
六
十
二
年
七
月　

鎌
倉
市　

吉
川
弘
文
館
刊
。

⑻	

「
公
儀
差
出
書
類
」
の
中
に
「
高
徳
院
常
香
衣
着
用
之
事
」
を
立
項
し
「
祐
天
大
僧
正
並
光
壽
院

殿
合
而
金
子
千
両　

御
寄
附
」
と
あ
る
。（『
鎌
倉
市
史
』（
近
世
史
料
編
二
）
昭
和
六
十
二
年
七

月　

鎌
倉
市　

吉
川
弘
文
館
）

⑼	

加
瀬
文
雄
「
高
徳
院
銅
像
阿
弥
陀
如
来
坐
像
裏
蓮
弁
の
刻
銘
」『
鎌
倉
大
佛
史
研
究
』（
創
刊
号
）

平
成
八
年
五
月　

鎌
倉
大
仏
史
研
究
会
編
。
本
論
文
は
現
存
す
る
大
仏
の
蓮
弁
四
枚
の
刻
銘
を

紹
介
分
析
し
て
い
る
。
蓮
弁
寄
進
者
の
多
く
は
江
戸
在
住
者
で
あ
る
が
、
三
浦
半
島
の
村
々
の

人
々
の
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
存
す
る
大
仏
の
蓮
弁
は
享
保
期
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

⑽	

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
開
帳
差
免
帳
』。

⑾	

文
化
四
年
十
一
月
「
大
仏
高
徳
院
略
記
」（『
鎌
倉
大
仏
縁
起
』（
鎌
倉
大
仏
史
研
究
会
編
・
鎌
倉

大
仏
殿
高
徳
院
発
行 

平
成
十
四
年
）
に
翻
刻
。

⑿	

高
徳
院
所
蔵
「
明
治
二
十
八
年
古
社
寺
名
所
旧
蹟
調
査
事
項
取
調
書
」（
高
徳
院
住
職
転
法
輪
戒

珠
が
神
奈
川
県
宛
提
出
の
控
）
な
ど
に
記
載
が
あ
る
。

⒀	

昭
和
五
十
年
十
月　

澤
壽
郎
編　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
発
行
。

⒁	

野
嶋
新
左
衛
門
の
寄
進
で
現
在
残
る
も
の
は
、銅
鋳
製
鍍
金
の
燈
籠（
高
二
八
四
・
七
㎝
）が
あ
る
。

銘
文
に
は
正
徳
二
年
正
月
十
五
日
、
寄
進
者
野
嶋
新
左
衛
門
、
鋳
物
師
大
田
駿
河
な
ど
が
刻
さ

れ
て
い
る
。（『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
調
査
目
録
』
工
芸
・
金
工
篇　

昭
和
六
十
一
年
三
月　

鎌

倉
市
教
育
委
員
会
編
）。

⒂	

『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
調
査
目
録
』（
建
造
物
編
昭
和
六
十
二
年
三
月　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
編
）

に
、
関
口
欣
也
氏
が
高
徳
院
仁
王
門
建
立
の
柱
代
金
を
明
和
五
年
十
月
に
調
達
し
て
い
る
史
料

を
根
拠
に
、
現
在
の
仁
王
門
を
明
和
五
年
頃
の
建
立
と
し
て
い
る
。

⒃	

展
示
図
録
『
鎌
倉
大
仏
と
阿
弥
陀
信
仰
』（
平
成
十
四
年
十
月　

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）
の
「
年

表
」
に
出
典
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
宝
暦
十
一
年
の
記
事
と
し
て
「
高
徳
院
の
円
宿
（
養
国
）

が
聖
徳
寺
に
転
住
し
、
あ
わ
せ
て
高
徳
院
の
朱
塗
り
山
門
を
移
築
す
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
上

杉
孝
良
氏
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
寺
の
山
門
（
現
在
し
な
い
）
は
朱
塗
り
で
あ
っ
て
、
養
国
上
人
が

鎌
倉
大
仏
か
ら
移
築
し
た
も
の
と
い
う
伝
承
を
か
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

⒄	

高
徳
院
所
蔵
「
大
仏
修
理
工
事
落
成
報
告
書
」（
大
正
十
五
年
二
月
十
日
）。
本
書
は
浄
土
宗
宗

務
所
に
宛
て
高
徳
院
住
職
転
法
輪
行
念
が
提
出
し
た
控
書
。『
鎌
倉
震
災
誌
』（
昭
和
五
年
十
二

月　

鎌
倉
町
役
場
発
行
）
に
は
「
二
王
門
は
礎
石
よ
り
外
れ
、
全
體
二
尺
尺
前
方
（
南
）
に
移

動
し
た
」
と
あ
り
、
門
の
倒
壊
は
な
か
っ
た
。

（
鎌
倉
国
宝
館
館
長
）
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仁
王
尊
彩
色
及
仁
王
門
塗
替
日
記
會
計
帳

（
表
紙
）　

　　
　

　

明
治
三
十
六
年
八
月
四
日
始
メ

仁
王
尊
并
門
修
繕
日
記

最
初
本
年
二
月
廿
七
日
横
濱
義
父
柴
田
吉
三
郎
（
弁
天
通
丁
町
三
目
四
十
四
番
地
）
老
ニ

仁
王
尊
二
躰
修
理
ノ
事
ヲ
相
談
為
シ
置
キ
タ
リ
、
然
ル
處
仝
八
月
三
日
該
職
二
名
尊
体
ノ

見
積
ニ
来
リ
、
仝
四
日
夜
改
メ
テ
来
院
、
続
テ
當
院
ニ
逗
留
尊
像
ノ
修
理
ニ
着
手
セ
リ
、

職
工
両
名
ノ
氏
名
ハ
左
ノ
通
リ
也

塗
師
職 

滝
川
繁
蔵
（
横
濱
市
末
吉
町 

一
丁
目
七
番
地
）

人
形
師 

横
山
松
太
郎
（
東
京
浅
草
区
榊
町
一
番
地 

現
住
横
濱
市
吉
野
町
一
丁
目
五
）

・	

八
月
五
日　

仁
王
尊
ヲ
仁
王
門
ヨ
リ
出
シ
奉
リ
、
正
シ
ク
修
理
工
事
ニ
着
手
セ
リ

・	

仝
六
日　

昨
今
両
日
ニ
テ
尊
像
二
躰
洗
濯
シ
終
リ
、
十
二
畳
半
ノ
表
二
階
ノ
工
場
ヘ
引
挙

ケ
奉
ル
（
此
處
ニ
テ
塗
替
ス
）

・	

八
月
六
日　

買
物
代
ト
シ
テ
金
五
円
亀
谷
氏
ニ
渡
ス
、
境
内
ノ
亀
ヶ
谷
兼
二
郎
氏
ニ
工
事

中
會
計
ヲ
依
托
ス
（
柴
田
三
郎
二
男
）

・	

仝
七
日　

夕
刻
松
太
郎
買
物
ニ
横
濱
ニ
行
一
泊
ス
、
金
五
円
渡
ス
（
亀
谷
ヘ
）

・	

仝
八
日　

柴
田
吉
三
郎
老
入
来
ス

・	

仝
九
日　

今
日
ヨ
リ
吉
三
郎
老
手
傅
世
話
焼
方
頼
ム
、
続
テ
逗
留
、
賄
泊
共
亀
谷
宅
ニ
テ

ナ
ス
、
職
工
二
人
ノ
賄
及
宿
泊
ハ
當
院
ニ
テ
ナ
ス

・	

十
日　

当
時
柏
屋
第
ペ
ン
キ
塗
職
細
井
房
吉
ニ
仁
王
門
渋
塗
ノ
事
依
托
ス

・	

仝
十
一
日　

仁
王
門
足
場
ニ
ト
リ
カ
ヽ
ル　

・	

仝
十
二
日　

細
井
仁
王
門
ノ
掃
除
ヲ
始
メ
、
職
工
三
人
ノ
事

・	

仝
十
二
日　

細
井
塗
替
内
金
弐
拾
円
也
渡
ス

・	

仝
日　

亀
ヶ
谷
氏
金
拾
円
渡
ス

・	

仝
日　

今
日
夕
刻
老
人
ト
繁
帰
院
ス

・	

仝
十
三
日　

屋
根
塗
替
始
メ
、
仝
日
相
済

・	

仝
十
三
日　

大
工
仁
王
尊
台
座
修
繕
相
済

・	

仝
十
五
日　

大
萬
ヘ
拂
ス
、
拾
六
円
七
十
一
銭
四
厘
也

・	

仝
日　

渋
塗
替
始
メ

・	

仝
十
五
日　

繁
蔵
濱
ヨ
リ
帰
ル
、
休

・	

仝
十
六
日　

松
濱
ヨ
リ
帰
、
休
ミ

・	

仝
十
七
日　

吉
三
郎
老
濱
ヨ
リ
帰
ル

・	

仝
十
八
日　

渋
塗
丈
本
日
相
済
ム
、
二
度
塗
也

	

（
一
回
塗
リ
終
リ
テ 

又
キ
渋
ニ
テ
一
回
塗
ル
念
入
ナ
リ
）

・	

八
月
十
九
日　

門
ノ
柱
ト
タ
ン
ニ
テ
根
ヲ
巻
ク
、
武
力
屋
飯
田
ニ
托
ス

・	

仝
二
十
一
日　

亀
谷
兄
ニ
金
拾
円
也
渡
ス
、
計
金
参
拾
円
也

・	

仝
二
十
二
日　

午
前
中
ニ
テ
仁
王
尊
台
座
塗
上
□
、
是
ニ
テ
渋
塗
全
ク
相
済
ム
、
細
井
ヘ

金
四
拾
四
円
五
拾
九
銭
拂
ス

・	

仝
廿
二
日　

亀
谷
氏
濱
ニ
テ
買
物
調
フ

・	

仝
廿
五
日　

松
藤
沢
ニ
行
、
漆
求
ニ

・	

仝
廿
七
日　

松
濱
行
、
買
物
為
也

・	

仝
廿
七
日　

阿
御
面
中
ヘ
木
札
ヲ
納
メ
奉
ル
（
別
ニ
文
書
ヲ
記

ス
）

・	

仝
廿
七
日　

松
本
辨
次
郎
ニ
金
網
ノ
話
ヲ
ナ
ス
、
本
日
行
貫
藤

沢
ニ
漆
買
ニ
行

・	

仝
廿
九
日　

松
工
事
済
ム
、
他
ノ
繕
ヒ
モ
ノ
頼
ム

・	

三
十
日　

繁
蔵
子
息
来
院
、
仕
事
ヲ
休
シ
テ
一
日
見
物
ニ
行

・	

仝
三
十
日　

二
躰
共
ニ
シ
ヤ
ビ
塗
出
来
上
ル
・	

仝
二（

マ

マ

）

十
九
日　

武
力
屋
ヘ
五
円
八
十
五
銭
支
拂
ス
、
本
日
ヨ
リ
松
本
金
ア
ミ
ア

ミ
始
ム

　
　

明
治
三
十
六
年
臨
時
費
扣

仁
王
尊
彩
色
及
仁
王
門
塗
替
日
記
會
計
帳

　

  

大
佛
殿
高
徳
院
主
十
二
代
善
譽
行
念
誌　

印

（部分）

（
表
紙
）

資
料
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・	
三
十
一
日　

修
繕
用
□
代
二
円
十
銭
拂
、
□
□
両
人
夜
具
代
弐
円
八
銭
拂

・	
二
十
九
日
ヨ
リ
一
日
迄
ハ
四
日
間
共
ニ
松
太
郎
餘
ノ
仕
事
也

　

九
月
分

・	

二
日
ニ
テ
大
異
山
額
面
下
繕
ヒ
始
ム
、松
太
郎
ノ
仕
事
ス
ム
、○
松
太
郎
鳥
渡
手
ア
キ
ス
ル
、

亀
谷
ノ
仕
事
ニ
行　

・	

仝
三
日　

仁
王
尊
ノ
シ
ヤ
ビ
塗
相
済

・	

仝
四
日
ヨ
リ
仁
王
尊
ト
ギ
出
工
事
始
ム

・	

仝
五
日　

ト
ギ
出
工
事
始
ル

・	

仝
六
日　

午
后
ヨ
リ
カ
フ
キ
塗
始
ム
、
本
日
人
形
師
松
太
郎
帰
濱
セ
リ

・	

仝
九
日　

十
日
両
日
ニ
テ
尊
躰
中
塗
終
ル

・	

仝
十
一
日　

上
塗
仕
上
始
ム

・	

仝
十
二
日　

行
貫
藤
沢
ニ
漆
買
行

・	

仝
十
三
日　

午
后
濱
祭
禮
中
ニ
付
、
繁
蔵
一
寸
帰
濱
ス

・	

仝
十
四
日　

富
士
山
兄
入
来
、
蒔
絵
師
十
六
日
ヨ
リ
入
来
ノ
旨
申
来
ル

・	

九
月
十
五
日　

吉
田
松
月
斎
老
来
リ
（
尾
上
町
） 

、
仁
王
尊
修
繕
費
中
ヘ
金
壱
円
五
拾
銭
寄

附
セ
ラ
ル

・	

仝
十
六
日　

蒔
絵
師
伊
藤
、
柴
田
兄
ノ
紹
介
ニ
テ
入
来
、
仁
王
尊
衣
ノ
部
蒔
絵
見
積
ノ
事
、

金
箔
ニ
テ
輪
棒
ノ
定
紋
・
天
衣
・
□
雲
及
大
異
山
ノ
額
面
共
ニ
テ
、
悉
皆
ニ
テ
金
弐
拾
円

ニ
テ
請
負
渡
シ
ノ
事

　

又
松
□
□
、
本
日
汽
車
賃
ト
シ
テ
金
六
十
銭
渡
ス

・	

仝
十
七
日　

繁
蔵
濱
ヨ
リ
帰
ル
、
休
ム

・	

仝
十
八
日
ヨ
リ
廿
三
日
迄
ニ
テ
塗
師
職
□
（
方
）

仕
事
一
切
相
済
ム

・	

仝
廿
四
日
ヨ
リ
七
日
迄
餘
ノ
仕
事
ヲ
ナ
ス

・	

廿
八
日　

塗
師
繁
蔵
即
帰
濱
ス　

　
　
　

十
月
ノ
部

・	

二
日
三
日
亀
谷
氏
入
来
、
最
初
ヨ
リ
ノ
総
勘
定
ヲ
ナ
ス
、
相
済
ム

　
　

亀
ヶ
谷
兼
二
郎
氏
ヨ
リ
営
繕
費
中
□
金
拾
円
也
寄
附
セ
ラ
ル

・	

仝
□　

午
后
三
時
蒔
絵
師
両
人
来
院
、
明
日
ヨ
リ
仕
事
ニ
取
カ
ヽ
ル
事
、
仁
王
尊
ハ
金
紋

ヲ
オ
ク
コ
ト

・	

仝
四
日　

又
蒔
絵
助
手
入
来
一
名
、
蒔
絵
助
手
氏
名
左
ノ
通

　
　
　

伊
藤
玖き
ゅ
う

次
郎
（
□
□
町
二
丁
目  

百
四
十
二
番
地
）

　
　
　

櫛
淵
銀
雄
（
仝
長
者
町
四
丁
目  

四
十
一
番
地
）　　

助
手

　
　
　

高
木
□
延
（
東
京
神
田
蓮
雀
町 

□
□
番
地
）

・	

仝
七
日 

午
后
□
時
□
、
蒔
絵
仕
□
□
、
金
箔
總
色
ヨ
シ
ノ
切
抜
ヲ
用
ユ
、
大
異
山
ノ
額
面

ハ
特
ニ
二
枚
ガ
ケ
切
抜
ヲ
用
ユ
、
本
日
ふ
士
山
見
分
ニ
来
ル
、
柴
田
安
太
郎
（
吉
三
郎
ノ

長
男
）
屋
号
ふ
士
山
、
氏
ハ
今
般
ノ
工
事
ニ
付
陰
陽
ニ
工
事
ヲ
鑑
督
セ
ラ
ル
、
□（
櫛
淵
）□

銀
雄

帰
濱
ス

・	

八
日
朝
蒔
絵
師
二
人
帰
濱
ス
、
手
間
一
切
拂
相
済

・	

九
日 

仁
王
尊
ヲ
仁
王
門
ニ
安
置
シ
、
□
□
前
田
次
助
、
請
負
松
本
弁
二
郎
外
人
夫
三
人
也
、

右
ニ
テ
安
置
シ
納
ル

　

十
月

・	

十
日 

早
天
仁
□
尊
開
眼
供
養
作
法
ヲ
ナ
シ
奉
ル
、
此
レ
ニ
テ
仁
王
尊
及
門
ノ
修
繕
一
切
相

済
タ
リ

　
　
　

阿
御
面
貌
中
へ
入
レ
奉
リ
シ
テ　

木
札
ノ
寫
シ

　
　

仁
王
尊
像
修
繕
費
扣

一
金
拾
□
円
弐
拾
銭
也　
　
　
　

漆
代

一
金
弐
拾
四
円
也　
　
　
　
　
　

漆
師
四
十
八
人
手
間

一
金
七
円
五
拾
銭
也　
　
　
　
　

人
形
師
十
五
人
手
間

一
金
壱
円
八
拾
四
銭
也　
　
　
　

右
二
人
御
車
代
二
回
分

一
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　
　
　

玉
眼
四
ツ
代

一
金
七
拾
六
銭
也　
　
　
　
　
　

朱
六
紙 

金
箔
一
枚
代

一
金
三
拾
九
銭
五
厘　
　
　
　
　

砥
石
三
個
代

　

奉
修
補
仁
王
尊
像
二
軀
願
依
此
功
徳
正
法
興
隆
眞

　

宗
弘
通
寺
門
清
寧
道
縁
具
足
無
諸
障
礙
浄
業　

　

増
長
維
時
明
治
三
十
六
年
九
月
十
五
日
大
日
本
帝
國
鎌
倉

　

大
佛
殿
別
當
高
徳
院
従
中
興
十
二
代
住
持
善
誉
行
念
欽
白

　
　
　
　
　

修
補
者　
　
　
　

轉
法
輪
行
念　
　

　
　
　
　
　

仝
補
助
者　
横
濱
市
弁
天
通
三
丁
目　
　
　
　
　
　
　

横
濱
市
末
吉
町
通
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
吉
三
郎	

佛
工　

滝
川
繁
蔵

　
　
　
　
　

仝
補
助
者　
横
濱
市
弁
天
通
二
丁
目	

佛
工　
　

東
京
浅
草
区
榊
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
ケ
谷
兼
二
郎　

	　
　
　

横
山
松
太
郎
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一
金
壱
円
四
拾
銭
也　
　
　
　
　

青
漆
粉
三
回
求

一
金
拾
六
銭
也　
　
　
　
　
　
　

カ
ン
レ
イ
沙
三
尺
代

一
金
八
拾
八
銭
也　
　
　
　
　
　

ト
ノ
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヂ
ノ
粉　
　
　

代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ク
ソ
□
□　
　

一
金
二
拾
三
銭
也　
　
　
　
　
　

□
粉
運
賃

一
金
壱
円
弐
拾
弐
銭
也　
　
　
　

鍛
冶
屋
拂

一
金
拾
八
銭　
　
　
　
　
　
　
　

釘
代

　

小
計
金
五
拾
七
円
七
拾
六
銭
五
厘
也　
　

□
□
□
□　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
持
勘
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
日　

　

十
月
二
日

一
金
拾
弐
円
也　
　
　
　
　
　
　

塗
師
四
十
人
賄
料

一
金
参
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
形
師
五
人
賄
料

　
　

右
二
口
高
徳
院
支
拂

　

十
月
三
十
一
日

一
金
九
円
八
拾
五
銭
也　
　
　
　

金
網
代
松
支
拂

一
金
壱
円
六
銭
也　
　
　
　
　
　

松
本
二
人
手
間
拂

　

十
一
月
三
十
日

一
金
九
拾
四
銭
五
厘
也　
　
　
　

仕
事
師
手
間
拂

　

〃
十
三
日

一
金
壱
円
弐
拾
銭
也　
　
　
　
　

濱
義
父
礼
煙
草
二
ツ

　

八
月
六
日

一
金
参
拾
五
銭
也　
　
　
　
　
　

バ
ケ
ツ
一
個
代	

　

九
月
中

一
金
弐
拾
七
銭
三
厘
也　
　
　
　

釘
代

　

九
月
十
六
日

一
金
六
拾
銭
也　
　
　
　
　
　
　

蒔
絵
師
汽
車
代

　

八
日

一
金
弐
拾
円
也　
　
　
　
　
　
　

蒔
絵
師
手
間

　

六
日

一
金
五
拾
一
銭
也　
　
　
　
　
　

箔
求
行
汽
車
代

　

八
月
廿
二
日

一
金
四
拾
四
円
五
拾
九
銭
也　
　

細
井
為
吉
ヘ
拂

　

同
廿
九
日

一
金
五
円
八
拾
五
銭
也　
　
　
　

武
力
屋
拂

　

八
月
十
四
日

一
金
拾
六
円
七
拾
一
銭
四
厘
也　

大
萬
拂　

大
工 

手
間

　

九
月
廿
八
日

一
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　
　
　

塗
師
ヘ
骨
折
料

　
　

右
十
五
口

　

合
計
金
百
拾
七
円
九
拾
六
銭
二
厘
也

支
拂
總
計

金
百
七
拾
五
円
七
拾
四
銭
七
厘
也

　
　
　
　

以
上

　

収
入
部

一
金
百
六
拾
四
円
弐
拾
四
銭
七
厘
也

　
　
　
　

現
住
善
誉
行
念
寄
附

　

十
月
二
日

一
金
拾
円
也　
　
　
　

亀
ケ
谷
兼
二
郎

　

九
月
十
五
日

一
金
壱
円
五
拾
銭
也　

吉
田
松
月
斎

　

〆
金
百
七
拾
五
円
七
十
四
銭
七
厘
也

以
上

　
前
記
仁
王
尊
及
仁
王
門
修
繕
費
ノ
總
額

　

○
金
壱
百
七
拾
五
円
七
拾
四
銭
七
厘
也

　
　
　

内
行
念
自
己
ニ
出
金
寄
附
シ
タ
ル
金
額

　
　
　

○
合
計
壱
百
六
拾
四
円
弐
拾
四
銭
七
厘
也

以
上

　
　
　
　

明
治
三
十
六
年
十
一
月
調
査
ス

右
ノ
通
ニ
候
也　
　

轉
法
輪
行
念　

㊞　

　
　
（
已
上
注
歴
書
記
入
済
）

　

○
仁
王
尊
々
躰
ノ
御
長
八
尺
五
寸

　
　

總
御
長
壱
丈
也



仁
王
像
の
Ｖ
Ｒ
撮
影
及
び
三
次
元
計
測
・
仁
王
門
修
理
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三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
な
ら
び
に
三
次
元
計
測
に
よ
る
御
像
外
観
の
記
録	

　

鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
の
木
造
仁
王
像
の
修
理
に
あ
た
り
、
そ
の
前
後
の
外
観
・
形
状
の
記
録
と

し
て
三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
（
写
真
式
Ｖ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
）
の
撮
影
・
制
作
な
ら
び
に
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
計
測
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
処
理
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
で
三
次
元
計
測
と
デ
ー
タ
統
合
処
理
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
マ
イ
ク
ロ
・
テ
ク
ニ
カ

の
協
力
を
得
た
。

　

三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
は
、
平
成
七
年
に
米
国
ア
ッ
プ
ル
社
が
提
唱
し
たQuickTim
eVR

（QuickTim
e

に
よ
る
仮
想
現
実
）
の
う
ち
、
立
体
物
を
対
象
と
し
た
Ｑ
Ｔ
Ｖ
Ｒ
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
・
ム
ー
ビ
ー
を
先
駆
け
と
す
る
。
い
ち
早
く
こ
の
技
術
に
着
目
し
た
私
ど
も
は
翌
平
成
八
年
、

Ｑ
Ｔ
Ｖ
Ｒ
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ム
ー
ビ
ー
の
素
材
と
な
る
立
体
物
の
三
六
○
度
全
周
画
像
を
一
フ

レ
ー
ム
ず
つ
正
確
に
撮
影
可
能
に
す
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
二
軸
回
転
撮
影
装

置
「AutoQTVR

」
を
開
発
し
、
以
降
、
主
と
し
て
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
応
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
。
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
は
、
ス
チ
ル
写
真
を
素
材
と
し
な
が
ら
も
立
体
物
を
対

話
式
に
三
六
○
度
回
転
し
て
鑑
賞
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
画
質
は
写
真
そ
の
も
の
で

あ
り
、
文
化
財
の
色
・
形
を
正
確
に
記
録
し
、
か
つ
実
物
同
等
の
存
在
感
を
追
体
験
す
る
た
め
に

は
最
適
な
メ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
が
、
一
方
、
ス
チ
ル
写
真
を
素
材
と
し
て
い
る
が
た

め
に
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
に
は
そ
の
動
き
が
水
平
垂
直
二
方
向
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
表
現
上
の
欠
点
が

あ
っ
た
。
ま
た
写
真
で
あ
る
が
ゆ
え
に
立
体
物
の
形
状
を
数
値
的
に
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
も
弱
点
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
高
徳
院
の
木
造
仁
王
像
の
修
理
に
あ
た
り
、
そ
の

前
後
に
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
計
測
を
実
施
し
た
の
も
そ
う
し
た
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
の
弱

点
を
補
う
た
め
で
あ
り
、
ま
た
三
次
元
計
測
を
実
施
し
て
お
け
ば
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
に
よ
っ
て
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
拡
大
縮
小
、
回
転
、
移
動
な
ど
を
駆
使
し
、
よ
り
自
由
な
仁
王
像

の
表
現
が
可
能
に
な
り
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
容
積
や
切
断
面
な
ど
ほ
と
ん
ど
全
て
の
形
状
計
算

も
可
能
に
な
り
、
将
来
的
に
は
最
近
脚
光
を
あ
び
て
い
る
三
次
元
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
御
像
の
レ

プ
リ
カ
制
作
も
可
能
に
な
る
と
い
う
利
点
も
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
計
測
に
も
弱
点
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
仁

王
像
の
よ
う
に
複
雑
な
形
状
を
有
す
る
立
体
物
の
場
合
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
が
照
射
で
き
な
い
隠
面

が
生
じ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
正
確
な
記
録
は
欠
落
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
仁
王
像
の
よ
う
な
大
き
な
立
体
物
に
つ
い
て
は
、
全
体
を
幾
つ
か
に
分
け
て
複
数
回
、
部

分
ご
と
に
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
を
実
施
し
、
後
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
っ
て
統
合
す
る
と
い
う

処
理
が
行
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
統
合
処
理
が
技
術
的
に
は
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
原
型
同

等
の
形
状
に
統
合
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
近
い
。
つ
ま
り
、
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
に
よ

る
三
次
元
計
測
と
い
え
ど
も
立
体
物
の
原
型
を
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
な
の
で

あ
る
。
次
に
問
題
に
な
る
の
が
色
彩
で
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
は
、
照
射
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー

が
立
体
物
の
表
面
に
あ
た
っ
て
反
射
す
る
点
の
位
置
情
報
（x,y,z

）
を
記
録
す
る
だ
け
で
色
情
報

（R,G,B

）
は
記
録
し
な
い
。
従
っ
て
、
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
計
測
を
も
と
に
し
た

立
体
物
の
復
元
に
は
別
途
写
真
撮
影
等
に
よ
っ
て
取
得
し
た
色
情
報
を
テ
キ
ス
チ
ャ
ー
マ
ッ
ピ
ン

グ
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
色
づ
け
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
テ
キ
ス
チ
ャ
ー
マ
ッ
ピ
ン
グ

と
い
う
手
法
も
実
際
に
は
完
全
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
文
化
財
の
形
状
記
録
と
し
て
は
必
ず
し

も
適
切
と
は
い
え
な
い
「
似
て
非
な
る
も
の
」
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も

三
次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
の
中
に
は
、
位
置
情
報
と
色
情
報
を
同
時
に
計
測
可
能
な
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
も
見
ら
れ
る
。
が
、今
の
と
こ
ろ
そ
の
種
の
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て
は
、

位
置
、
色
彩
と
も
に
精
度
に
問
題
が
あ
り
、
文
化
財
の
形
状
記
録
と
し
て
は
や
や
物
足
り
な
い
の

が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
、「
写
真
幾
何
学
」
や
「
ス
リ
ッ
ト
光
を
使
っ
た
光
切

断
法
」
等
の
技
術
を
応
用
し
、
立
体
物
の
周
囲
か
ら
撮
影
し
た
複
数
枚
の
ス
チ
ル
写
真
か
ら
三
次

元
形
状
を
復
元
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
三
次
元
デ
ー
タ
か
ら
三
次
元
プ
リ

ン
タ
ー
に
出
力
す
る
こ
と
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
化
財
の
原
型
復
元
に
は
未
だ
精
度

的
に
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
回
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ

Ｒ
と
三
次
元
計
測
は
、
仁
王
像
の
形
状
を
記
録
す
る
上
で
互
い
の
弱
点
を
そ
れ
ぞ
れ
補
完
し
あ
う

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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修
理
前
の
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
な
ら
び
に
三
次
元
計
測

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
～
三
十
日　
（
高
徳
院
境
内
仮
設
作
業
場
）

大
型
水
平
ロ
ー
テ
ー
タ
の
開
発

　

三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
の
場
合
、
全
方
向
か
ら
の
写
真
は
水
平
垂
直
二
軸
の
回
転
撮
影
装
置
を

使
っ
て
撮
影
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
高
徳
院
の
仁
王
像
は
、
本
体
だ
け
で
も
高
さ
が
約
二
ｍ
半
も

あ
り
、
こ
の
御
像
を
天
頂
か
ら
水
平
位
置
ま
で
縦
方
向
に
等
間
隔
で
多
視
点
撮
影
す
る
た
め
に
は

高
さ
約
四
ｍ
以
上
の
巨
大
な
回
転
撮
影
装
置
が
必
要
に
な
る
。
今
回
、
そ
の
よ
う
な
巨
大
装
置
の

開
発
は
事
実
上
不
可
能
な
た
め
、
全
周
の
回
転
撮
影
は
水
平
方
向
だ
け
に
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し

た
。
た
だ
し
、
被
写
体
の
仁
王
像
は
台
座
を
含
め
る
と
約
三
五
○
㎏
以
上
の
重
量
に
な
る
た
め
、

そ
の
重
量
に
耐
え
う
る
だ
け
の
堅
固
で
安
定
し
た
水
平
ロ
ー
テ
ー
タ
の
設
計
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
始
ま
っ
た
。

　

設
計
の
条
件
と
し
て
は
ロ
ー
テ
ー
タ
の
直
径
を
普
通
ワ
ゴ
ン
車
で
運
べ
る
最
大
の
一
二
○
㎝
と

し
、
既
存
の
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
を
使
用
し
て
約
三
五
○
㎏
の
仁
王
像
を
安
全
に
滑
ら
か
に
回

転
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
既
存
の
水
平
ロ
ー
テ
ー
タ
の
最
大
荷
重
は
約
一
○
○
㎏
で
あ
っ
た
た

め
、
ま
ず
は
荷
重
三
五
○
㎏
が
問
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
条
件
は
直
径
一
二
○
㎝
の
回
転
テ
ー
ブ

ル
の
外
縁
を
最
大
荷
重
約
一
ｔ
の
円
形
の
ロ
ー
ラ
で
支
え
、
そ
の
回
転
テ
ー
ブ
ル
を
ス
テ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
タ
の
軸
に
直
接
荷
重
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
箱
型
の
ギ
ア
を
間
に
噛
ま
せ
て
回
転
で
き
る

よ
う
に
し
た
こ
と
で
ク
リ
ア
で
き
た
。
ロ
ー
ラ
の
上
を
回
転
テ
ー
ブ
ル
が
滑
ら
か
に
回
転
で
き
れ

ば
水
平
の
負
荷
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
。
従
っ
て
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
の
軸
に
直
接
負
荷
が

か
か
ら
な
け
れ
ば
少
な
く
と
も
五
○
○
㎏
ま
で
は
楽
に
回
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
計
算
だ
っ
た
。
仮

に
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
で
回
転
で
き
な
い
場
合
に
備
え
、
ギ
ア
を
フ
リ
ー
に
し
て
手
動
で
も
回

転
で
き
る
よ
う
に
し
て
製
造
に
入
っ
た
。
実
際
、
こ
の
水
平
ロ
ー
テ
ー
タ
は
、
完
成
後
、
大
人
六

人
（
合
計
約
四
○
○
㎏
）
が
乗
っ
て
テ
ス
ト
し
た
が
、
ま
っ
た
く
問
題
な
く
回
転
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
水
平
ロ
ー
テ
ー
タ
は
「AZ Rotaor120

﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
は
じ
め
、
こ
う
し
て
完
成
し
た
水
平
ロ
ー
テ
ー
タ
「AZ Rotaor120

」

は
、
修
復
前
の
回
転
撮
影
に
備
え
、
高
徳
院
境
内
の
一
画
に
仮
設
さ
れ
た
修
復
作
業
場
に
運
び
込

ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、数
日
前
に
御
門
か
ら
移
送
さ
れ
、作
業
場
の
床
に
横
た
わ
っ

て
い
た
仁
王
像
の
状
態
が
阿
形
像
、
吽
形
像
と
も
に
予
想
以
上
に
ひ
ど
く
、
足
ま
わ
り
に
つ
い
て

は
特
に
損
傷
が
激
し
か
っ
た
た
め
に
作
業
場
で
直
立
さ
せ
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ

て
こ
の
ま
ま
無
理
に
立
た
せ
て
回
転
さ
せ
れ
ば
御
像
そ
の
も
の
が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た

め
、
修
理
前
に
つ
い
て
は
回
転
撮
影
を
断
念
し
、
御
像
を
床
に
寝
か
せ
た
ま
ま
と
り
あ
え
ず
部
分

別
に
ス
チ
ル
撮
影
を
す
る
に
と
ど

め
た
。
こ
の
と
き
撮
影
し
た
部
分

写
真
は
後
に
ス
テ
ィ
ッ
チ
ン
グ
処

理
（
結
合
処
理
）
が
施
さ
れ
、
多

少
歪
ん
で
は
い
る
が
阿
形
像
、
吽

形
像
と
も
に
全
身
を
復
元
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

AZ Rotator 120 概念図と完成写真

スティッチングで復元された吽形像(左）と阿形像（右）
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横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
の
三
次
元
計
測

　

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
計
測
に
つ
い
て
も
同
じ
理
由
で
御
像
を
寝
せ
た
ま
ま
の
状

態
で
実
施
し
た
。
使
用
し
た
シ
ス
テ
ム
は
「Optotrak Pro

」
と
い
う
カ
ナ
ダ
の
Ｎ
Ｄ
Ｉ
社
製
の

高
精
度
ポ
ー
タ
ブ
ル
三
次
元
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
精
度
は
二
十
四
µmm
。

パ
ソ
コ
ン
に
接
続
さ
れ
た
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
非
接
触
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
そ
の
ス
キ
ャ

ナ
ー
の
位
置
を
追
跡
す
る
三
眼
の
赤
外
線
カ
メ
ラ
か
ら
構
成
さ
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
得
ら
れ
た

点
群
の
三
次
元
座
標
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
パ
ソ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
る
。
床
に
寝
た
ま
ま
の
御
像
は

反
転
す
る
こ
と
も
危
険
で
あ
っ
た
た
め
、
修
理
前
の
三
次
元
計
測
は
レ
ー
ザ
ー
光
線
が
届
く
表
側

半
分
に
限
ら
れ
た
。
御
像
本
体
か
ら
既
に
外
さ
れ
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
個
別
に
計
測
し
、
後

処
理
で
本
体
と
結
合
し
た
。

修
理
後
の
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
な
ら
び
に
３
次
元
計
測

平
成
二
十
六
年
二
月
十
五
日
～
二
十
五
日
（
日
本
通
運
横
浜
倉
庫
）

三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影

　

修
理
後
の
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
は
、
あ
の
大
雪
の
降
っ
た
直
後
の
二
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
横

浜
の
日
通
倉
庫
で
行
わ
れ
た
。
倉
庫
は
縦
横
一
○
ｍ
×
一
五
ｍ
、
高
さ
六
ｍ
ほ
ど
の
巨
大
な
空
間

で
撮
影
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
は
十
分
す
ぎ
る
広
さ
だ
っ
た
。
撮
影
当
日
、
そ
の
一
画
に
養
生
を
施
さ

れ
た
御
像
二
体
が
既
に
鎌
倉
か
ら
運
び
こ
ま
れ
、
私
ど
も
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
。
修
理
後
の
重

量
は
台
座
が
約
二
○
○
㎏
と
大
幅
に
重
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
阿
形
像
、
吽
形
像
と
も
に
四
○

○
㎏
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
重
い
文
化
財
を
回
転
撮
影
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
っ
た
た
め
、
撮
影
は
御
像
を
回
転
台
に
載
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
心
配
で
あ
っ
た
。
設
計
上
は
一
ｔ

ま
で
は
耐
え
ら
れ
る
回
転
台
で
は
あ
っ
た
が
、
実
際
、
載
せ
る
際
に
荷
重
の
か
か
り
方
次
第
で
は

台
座
そ
の
も
の
が
押
し
潰
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
全
く
な
い
と
は
い
い
き

れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
事
態
に
で
も

な
れ
ば
御
像
そ
の
も
の
も
転
倒
し
て

破
損
す
る
危
険
さ
え
あ
っ
た
。
ま
た
、

回
転
と
同
時
に
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

タ
ー
が
悲
鳴
を
あ
げ
、
グ
リ
ー
ス
が

焼
け
て
煙
を
吹
き
出
す
こ
と
も
な
く

は
な
い
。
と
、
と
に
か
く
心
配
の
種

が
つ
き
な
か
っ
た
が
、
実
際
の
結
果

は
上
々
だ
っ
た
。
四
○
○
㎏
の
御
像

は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
板
の
上
を
水
平

に
滑
ら
す
と
い
う
日
通
ス
タ
ッ
フ
の

手
馴
れ
た
作
業
で
ら
く
ら
く
と
回
転

テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
ら
れ
、
ス
テ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
タ
も
い
つ
も
の
快
音
を
発

し
な
が
ら
な
ん
な
く
回
転
し
、
通
常

三次元計測の実際（下）と吽形像(左上）阿形像（右上）のＣＧ画像

400㎏もの御像も楽々と回転台に載せられた
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の
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
と
な
ん
ら
変
わ
り
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「AZ Rotaor120

」
に
よ
る
回
転
撮
影
は
、
専
用
の
回
転
撮
影
ソ
フ
ト
「Object M

aster

」

を
使
い
、
回
転
の
始
点
終
点
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
間
隔
な
ど
回
転
撮
影
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ル
に
セ
ッ
ト
し
た
あ
と
は
全
て
自
動
的
に
行
わ
れ
る
。
時
々
、
エ
ラ
ー
で
撮

影
・
デ
ー
タ
転
送
に
失
敗
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
際
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
自
動
的
に
認
識
し
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
モ
ー
タ
を
巻
き
戻
し
て
再
撮
影
す
る
。
撮
影
を
終
了
す
る
と
プ
レ
ビ
ュ
ー
を

起
動
し
、
回
転
の
動
き
を
低
解
像
度
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
。
こ
の
時
点
で
発
見
さ
れ
た

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
正
確
に
巻
き
戻
し
、
再
撮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ー
ル
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
利
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

修
理
後
の
回
転
撮
影
で
使
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
「CANON DX4

」（
五
一
八
四
×

三
四
五
六
画
素
）
で
、
照
明
装
置
と
し
て
は
、
被
写
体
の
大
き
さ
や
回
転
に
よ
る
ブ
レ
を
勘
案

し
、
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
と
し
て
は
初
め
て
大
小
の
ス
ト
ロ
ボ
四
灯
を
使
用
し
た
。
撮
影
ポ
イ
ン

ト
は
阿
形
像
、
吽
形
像
と
も

に
全
体
像
を
水
平
五
度
刻
み
で

七
二
フ
レ
ー
ム
、
更
に
御
像
を

上
中
下
に
三
分
割
し
、
左
右
一

杯
に
拡
大
し
て
同
じ
く
各
七
二

フ
レ
ー
ム
撮
影
し
た
。
そ
の
結

果
、
得
ら
れ
た
画
像
セ
ッ
ト
は

一
フ
レ
ー
ム
ず
つ
バ
ッ
チ
で
画

質
調
整
を
施
し
、
最
後
に
必
要

な
サ
イ
ズ
に
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て

「QuickTim
eVR

オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
・
ム
ー
ビ
ー
」と「Flash

ム
ー

ビ
ー
」
に
統
合
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
三
次
元
計
測

　

修
理
後
の
三
次
元
計
測
は
、
修
理
前
と
同
じ
カ
ナ
ダ
のNDI

社
製
の
「Optotrak Pro

」
を
使

用
し
、
御
像
は
「AZ Rotator120

」
に
乗
せ
た
状
態
で
実
施
し
た
。
修
理
前
は
御
像
の
移
動
が

不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
三
眼
の
オ
プ
ト
ト
ラ
ッ
カ
ー
を
そ
の
都
度
適
切
な
位
置
に
移
動
す
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、
横
浜
で
は
オ
プ
ト
ト
ラ
ッ
カ
ー
の
位
置
は
固
定
し
、
像
を
回
転
す
る
だ
け
で
全

周
の
ス
キ
ャ
ン
が
効
率
よ
く
実
施
で
き
た
。
た
だ
し
、
三
次
元
計
測
は
非
接
触
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
で
き
る
だ
け
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
床
面
か
ら
高
さ
三
ｍ
に
も
達

す
る
頭
頂
部
の
ス
キ
ャ
ン
に
は
別
途
安
全
な
足
場
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

三
次
元
計
測
で
は
、
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
時
に
は
安
全
上
装
着
で
き
な
か
っ
た
「
天
衣
」
の
計
測

を
本
体
と
は
別
に
実
施
し
、
後
に
写
真
を
参
照
し
な
が
ら
本
体
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
点
群
の
デ
ー
タ
は
ポ
リ
ゴ
ン
デ
ー
タ
（obj

）
に
変
換
し
、
更
に
レ
ン
ダ
リ

ン
グ
し
て
任
意
の
角
度
か
ら
見
た
ス
チ
ル
画
像
、
３
Ｄ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

し
た
。

㈱
テ
ク
ネ　

深
沢
武
雄

フォトＶＲ撮影はカメラの設定が完了すると後はコンピュータ制御で自動的
に360度全周撮影が開始される。

三次元計測後、天衣が本体に結合され、完全な形にレンダリングされ
た吽形像(左）と阿形像（右）

三
六
○
度
フ
ォ
ト
Ｖ
Ｒ
撮
影
及
び
三
次
元
計
測

の
結
果
得
ら
れ
た
Ｖ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
及
び
Ｃ
Ｇ
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
は
付
属
のDVD

-RO
M

で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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仁
王
門
修
理
に
つ
い
て

　

木
造
仁
王
像
の
修
理
が
進
行
す
る
中
で
、
仁
王
像
が
安
置
さ
れ
る
仁
王
門
に
も
修
理
を
必
要
と

す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
平
成
二
十
四
年
十
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
、
仁
王
門
と

参
道
及
び
扁
額
の
修
理
を
実
施
し
た
。

構
造
形
式

八
脚
門
、
切
妻
造
、
屋
根　

銅
板
葺

修
理
前
の
状
況

　

南
を
向
く
仁
王
門
は
、
雨
風
や
直
射
日
光
に
よ
る
陽
射
し
の
影
響
に
よ
り
、
表
面
の
劣
化
が
進

ん
で
い
た
（
写
真
１
・
２
）。
特
に
、
向
か
っ
て
右
側
、
阿
形
像
の
下
部
周
辺
は
陽
射
し
が
強
く
差
す

た
め
、
塗
膜
の
剥
離
が
激
し
く
、
鉄
製
の
金
剛
柵
に
も
劣
化
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
３
・４
）。

　

軒
の
鉄
と
銅
を
組
み
合
わ
せ
た
動
物
避
け
の
金
物
は
、
金
物
の
組
み
合
わ
せ
が
悪
く
劣
化
が
進

ん
で
い
た
。

　

仁
王
門
表
面
全
体
は
樹
脂
系
パ
テ
材
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
見
た
目
で
は
素
地
が
木
材
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
に
く
い
程
塗
膜
が
厚
く
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
水
分
が
木
材
と
塗
料

の
間
に
浸
透
、
木
材
の
一
部
が
腐
食
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。

　

銅
板
製
の
屋
根
に
は
、
大
き
な
痛
み
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
為
、
今
回
は
修
復
せ
ず
、
清
掃
作

業
の
み
と
し
た
。

　

建
造
物
の
構
造
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
強
い
揺
れ
の
影
響
も
受
け
て
お
ら
ず
、
建
物
自

体
に
歪
み
等
は
散
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

写真1

写真2

写真3

写真4
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修
理
作
業

①
試
験
施
工

　

前
回
修
理
で
塗
装
さ
れ
た
塗
料
の
除
去
に
あ
た
り
、
そ
の
除
去
方
法
を
試
験
し
た
。

　

電
動
工
具
に
て
削
り
落
と
す
方
法
と
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
系
塗
膜
剥
離
材
に
て
塗
料
を
溶
解
す

る
方
法
を
実
験
し
た
（
写
真
５
）。
結
果
、
部
分
の
状
況
や
塗
料
の
厚
み
に
応
じ
て
両
方
の
方
法
を

採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

②
足
場
の
設
置

　

清
興
建
設
株
式
会
社
に
よ
り
、
仁
王
門
全
体
に
足
場
と
覆
い
屋
根
を
設
置
、
休
憩
所
も
あ
わ
せ

て
設
置
し
た
（
写
真
６
）。

③
塗
料
の
除
去
作
業

　

平
成
二
十
五
年
の
年
明
け
か
ら
、
仁
王
門
に
塗
ら
れ
た
ウ
レ
タ
ン
系
素
材
と
思
わ
れ
る
パ
テ
材

の
除
去
作
業
を
開
始
し
た
。
嵌
板
や
垂
木
は
、
塗
膜
剥
離
材
・
ネ
オ
リ
バ
ー
♯
111
を
使
っ
て
塗
膜

を
溶
解
し
た
。
剥
離
材
塗
布
後
、
約
十
〜
十
五
分
放
置
し
薬
剤
を
浸
透
さ
せ
た
後
、
溶
解
し
た
塗

膜
を
ス
ク
レ
ー
パ
ー
ま
た
は
ワ
イ
ヤ
ー
ブ

ラ
シ
等
を
使
っ
て
取
り
除
い
た
。
一
度
で

塗
膜
が
取
り
き
れ
な
い
場
合
は
、
二
・
三
回

こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
た
。
刷
毛
に
よ
る

水
洗
い
を
行
い
、
残
存
す
る
溶
解
塗
料
や

剥
離
剤
を
除
去
し
た
後
、
表
面
を
乾
燥
さ

せ
た
。
水
洗
で
除
去
し
き
れ
な
い
溶
解
塗

料
や
剥
離
剤
は
必
要
に
応
じ
て
高
圧
洗
浄

を
行
っ
た
。

　

丸
柱
は
、
パ
テ
材
と
寒
冷
紗
で
塗
り
固

め
ら
れ
て
お
り
（
写
真
７
）、
塗
料
の
厚
さ
が

約
五
㎜
と
厚
か
っ
た
為
、
電
動
サ
ン
ダ
ー

を
つ
か
っ
て
剥
離
し
た
。

④
新
補
材
の
設
置

　

損
傷
が
特
に
目
立
っ
た
阿
形
像
の
金
剛
柵
上
部
の
腰
貫
は
取
り
外
し
、
新
補
材
に
取
り
換
え
た

（
写
真
８
）。
鉄
製
の
金
剛
柵
も
取
り
外
し
、
木
製
に
新
調
し
た
。

写真5

写真6

写真8

写真9 写真7
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⑤
下
地
処
理

　

塗
料
を
除
去
し
、
木
材
の
素
地
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を

当
て
て
表
面
を
整
え
た
。
木
目
や
割
れ
目
に
入
っ
た
パ
テ
は
、
刃
物
や
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ

て
除
去
し
、
必
要
な
箇
所
に
は
埋
木
を
施
し
た
。
ま
た
、
虫
食
い
や
、
蒸
し
腐
れ
が
発
生
し
て
い

る
箇
所
、
ひ
び
割
れ
が
大
き
い
箇
所
に
も
埋
木
を
施
し
た
（
写
真
９
）。

⑥
固
め

　

塗
料
で
山
門
全
体
を
彩
色
す
る
前
に
、
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
て
仁
王
門
の
仕
上
が
り
イ
メ
ー
ジ
を
制
作

し
た
。
変
色
し
に
く
い
性
質
を
持
つ
弁
柄
を
使
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
弁
柄
に
黒
色

を
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
色
味
を
落

ち
着
か
せ
た
パ
タ
ー
ン
な
ど
計
三
案
の
色

見
本
の
中
か
ら
色
を
選
ん
だ
。

　

塗
料
材
に
は
弁
柄
が
練
り
込
ま
れ
た
合

成
樹
脂
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
塗
料
・
水
性
建
物

用
（
茶
）
を
使
用
し
た
。

　

下
塗
り
と
し
て
塗
料
を
水
で
希
釈
し
た

も
の
を
筋
違
刷
毛
で
全
体
に
塗
布
し
（
写
真

10
）、
木
地
に
塗
料
を
含
浸
さ
せ
た
。
乾
燥

さ
せ
た
後
、
次
に
塗
布
す
る
中
塗
り
塗
料

と
の
接
着
を
高
め
る
た
め
、
サ
ン
ド
ペ
ー

パ
ー
を
あ
て
て
か
ら
、
中
塗
り
を
し
た
。

再
び
乾
燥
後
に
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
あ
て
、

上
塗
を
し
て
仕
上
げ
た
。

⑦
彩
色

　

上
部
か
ら
順
に
、
蟇
股
の
菊
紋
や
渦
紋
、
木
口
部
分
を
彩
色
で
仕
上
げ
た
。
下
地
と
し
て
白
色

を
塗
り
（
写
真
11
）、
そ
の
上
か
ら
ア
ク
リ
ル
樹
脂
に
て
彩
色
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
塗
料
の
色
彩

を
よ
り
鮮
や
か
に
仕
上
げ
た
。
蟇
股
や
小
口
の
色
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
実
際
に
色
を
変
え
た
パ

タ
ー
ン
で
塗
り
分
け
、
最
終
の
色
を
決
定
し
た
（
写
真
12
）。

⑧
金
物
の
新
調

　

破
風
の
拝
・
尻
八
双
と
桁
木
口
に
は
錺

金
物
を
取
り
付
け
た
。
銅
板
を
打
ち
出
し
、

緑
青
色
塗
装
及
び
金
箔
押
し
を
施
し
た
。

拝
み
及
び
尻
八
双
に
は
唐
草
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
透
か
し
模
様
を
入
れ
て
い
る
（
写
真

13
）。

　

動
物
避
け
の
金
物
に
は
、真
鍮
の
フ
レ
ー

ム
に
銅
の
網
を
施
し
た
も
の
を
設
置
し
た
。

⑨
基
礎
と
参
道
引
き
石
の
補
修

　

仁
王
門
修
理
中
に
、礎
石
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
割
れ
て
い
る
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
た

め
、
仁
王
門
修
理
と
平
行
し
て
基
礎
の
補

修
工
事
も
実
施
し
、
参
道
の
引
き
石
と
と

も
に
修
繕
を
施
し
た
。

創
芸　

倉
山
剛

写真10

写真11

写真12写真13
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写真16

写真14

仁
王
門
扁
額　
木
造　

縦
五
九
・
二
㎝
、
横
一
三
二
・
五
㎝

　

高
徳
院
仁
王
門
に
は
「
大
異
山
」
の
三
文
字
か
ら
な
る
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

文
字
の
彫
り
込
ま
れ
た
額
面
（
四
二
・
〇
㎝
、横
一
一
二
・
五
㎝
、厚
約
二
・
五
㎝
）
の
四
周
に
は
、

框
を
取
り
付
け
、
框
の
前
面
周
囲
に
繰
形
付
の
額
縁
（
立
ち
上
が
り
約
一
〇
㎝
）
を
付
し
て
い
た

も
の
が
旧
態
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
框
は
後
世
に
欠
失
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
痕
跡
と
思
わ

れ
る
数
多
く
の
釘
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。
額
縁
は
花
先
形
を
周
囲
に
巡
ら
せ
て
お
り
、
框
部
分
に

釘
止
め
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

額
面
ほ
ぼ
中
央
よ
り
均
等
に
「
大
異
山
」
の
陽
刻
三
文
字
を
配
し
、左
上
に
は
署
名
「
林
峰
」（
陽

刻
）
と
そ
の
下
に
方
印
（
陰
刻
）
が
あ
る
。
特
に
文
字
部
分
と
額
縁
の
繰
形
部
分
に
は
下
地
と
み

ら
れ
る
弁
柄
漆
が
数
カ
所
の
こ
さ
れ
て
い
た
。

　

扁
額
全
体
は
素
地
の
傷
み
が
激
し
く
、
額
面
は
中
央
に
ま
で
及
ぶ
亀
裂
や
左
端
部
の
欠
損
・
欠

失
、
そ
の
ほ
か
多
数
の
腐
蝕
し
た
釘
穴
、
さ
ら
に
額
縁
部
分
に
は
数
箇
所
の
亀
裂
と
脱
落
、
そ
れ

ら
に
伴
う
材
の
欠
失
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、
額
面
は
亀
裂
が
激
し
く
左
上
部
な
ど
は
脱
落

の
危
険
も
充
分
考
え
ら
れ
た
。

　

当
初
、
扁
額
修
理
の
予
定
は
な
か
っ
た
も
の
の
仁
王
門
修
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
精
査
し
た
際

に
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
扁
額
全
体
の
損
傷
も
激
し
く
、
今
後
脱
落
の
危
険
も
充
分
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
者
合
意
の
も
と
、
仁
王
門
修
理
と
並
行
し
て
保
存
修
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
下
、
修
理
の
概
要
を
述
べ
る
。

①
扁
額
全
体
の
清
掃
を
行
っ
た
（
写
真
14
）。

②
額
縁
、
額
面
の
解
体
を
行
っ
た
（
写
真
15
）。

③
釘
穴
の
清
掃
、
錆
び
た
鉄
釘
の
撤
去
（
写
真
16
）。

④
損
傷
に
よ
り
脱
落
の
危
険
な
箇
所
は
一
旦
取
り
外
し
た
。

⑤
欠
失
箇
所
は
新
補
し
た
（
写
真
17
）。

⑥
釘
穴
は
桧
と
木
屎
漆
で
埋
め
木
し
た
。
額
面
に
見
ら
れ
る
大
き
な
亀
裂
は
背
面
よ
り「
ち
き
り
」

を
施
し
開
き
を
止
め
た
（
写
真
18
）。
表
面
の
小
さ
な
亀
裂
は
敢
え
て
埋
め
木
を
せ
ず
自
然
の
ま

ま
と
し
た
。

⑦
文
字
、
及
び
額
縁
繰
形
部
分
に
つ
い
て
は
漆
に
よ
る
木
固
め
を
行
い
漆
下
地
に
本
金
箔
押
し
と

し
た
（
写
真
19
）。

写真15

写真17写真18

写真19

㈲
光
圓
美
術
研
究
所　

瀧
本
光
國
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あ
と
が
き

　

早
い
も
の
で
、
高
徳
院
木
造
仁
王
像
の
修
復
が
始
ま
っ
て
三
年
半
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

仁
王
像
は
仁
王
門
の
左
右
に
安
置
さ
れ
、
大
仏
様
（
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
）
に
向
か
う
人
か
ら
は
と
か
く
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
あ
る
時

ご
住
職
か
ら
仁
王
像
が
か
な
り
傷
ん
で
い
る
の
で
修
理
し
た
い
、
つ
い
て
は
監
修
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
ご
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
た
し
か
に
改
め
て
拝
見
す

る
と
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
か
な
り
朽
損
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
す
ぐ
に
承
諾
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
十
月
二
日
発
遣
の
法
要
が
仁
王
門
に

お
い
て
行
わ
れ
、
修
理
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

解
体
修
理
は
、㈲
光
圓
美
術
研
究
所
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
の
仕
事
を
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、材
の
一
つ
一
つ
の
扱
い
が
丁
寧
で
あ
っ

た
こ
と
、
修
理
の
方
法
に
つ
い
て
何
度
も
議
論
を
重
ね
検
討
し
た
こ
と
、
今
後
何
十
年
何
百
年
と
い
う
長
期
間
に
耐
え
ら
れ
る
補
強
に
心
掛
け
た
こ
と
、「
玉

眼
」
に
水
晶
を
使
用
す
る
な
ど
、
想
定
さ
れ
る
本
来
の
姿
に
近
づ
け
た
こ
と
な
ど
で
し
た
。
そ
し
て
修
理
の
記
録
と
し
て
、
像
の
修
理
前
と
修
理
後
の
写
真

撮
影
を
写
真
家
井
上
久
美
子
氏
に
お
願
い
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
修
理
過
程
の
撮
影
を
光
圓
美
術
研
究
所
が
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
像
の
修
理
と
と
も
に
、
高
徳
院
の
法
灯
と
仁
王
像
の
文
化
財
と
し
て
の
意
義
を
将
来
に
伝
え
る
た
め
の
事
業
も
並
行
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は

井
上
氏
撮
影
の
修
理
後
の
写
真
を
㈱
便
利
堂
で
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
㈱
テ
ク
ネ
に
よ
り
修
理
前
と
修
理
後
の
Ｖ
Ｒ
画
像
の
撮
影
と

三
次
元
計
測
を
行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
創
芸
に
よ
り
仁
王
門
全
体
の
塗
装
、
柵
、
石
材
基
礎
な
ど
の
修
復
を
し
た
こ
と
で
す
。
仁
王
像
の
修
理
は
、
平
成

二
十
六
年
三
月
に
無
事
終
了
し
、
四
月
二
日
に
開
眼
供
養
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
事
業
の
記
録
す
べ
て
と
、
歴
史
的
考
察
と
し
て
鈴
木
良
明
氏
「
近
世
鎌
倉
大
仏
の
復
興
と
仁
王
像
」
と
拙
稿
「
彫
刻
史
か
ら
見

た
高
徳
院
仁
王
像
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
特
に
修
理
過
程
の
記
録
写
真
約
一
二
〇
点
を
す
べ
て
カ
ラ
ー
図
版
で
載
せ
る
こ
と
が
で
き
、
修
理
報
告

書
と
し
て
は
例
が
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
平
成
大
修
理
の
実
施
と
、
研
究
、
保
存
、
教
育
な
ど
将
来
の
た
め
に
な
る
報
告
書
の
作
成
を
決
断
さ
れ
た
、
高
徳
院
住
職

佐
藤
孝
雄
氏
と
、
長
期
間
に
わ
た
り
仁
王
像
の
修
復
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
滝
本
光
國
氏
と
そ
の
工
房
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
、
監
修
の
任
に
当
た
っ
た
者
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
三
月

修
理
監
修　

清
水
眞
澄



修
理
関
係
者

修
理
監
修

　

三
井
記
念
美
術
館  

館
長 

清
水
眞
澄

仁
王
像
・
修
理

　

㈲
光
圓
美
術
研
究
所  
代
表 

瀧
本
光
國
、
同
研
究
所 

神
山
藍
輔　

齋
藤
浩
史

写
真
撮
影
（
修
理
前
・
後
の
全
像
）

　

井
上
久
美
子

仁
王
門
修
理

　

創
芸  

代
表 

倉
山
剛

Ｖ
Ｒ
画
像
撮
影
・
三
次
元
計
測

　

㈱
テ
ク
ネ  

代
表 

深
沢
武
雄

協
力
者

　

當
間
浩
昭
（
二
伝
寺
住
職
）　　

當
間
伸
行
（
延
命
寺
住
職
）　　

吉
田
佳
之
（
蓮
乗
院
副
住
職
）

　

番
匠
井
上
有
限
会
社　
　

清
興
建
設
株
式
会
社

敬
称
略



鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院　

木
造
仁
王
像　

平
成
修
理
報
告
書

発　

行	

鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院 

	

〒
248‒

0016　

神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
四
丁
目
二
番
二
十
八
号

発
行
日	

二
〇
一
五
年
三
月

制　

作	

株
式
会
社　

便
利
堂

	

〒
604‒

0093　

京
都
市
中
京
区
新
町
通
竹
屋
町
下
ル
弁
財
天
町
三
〇
二
番
地

表
紙
デ
ザ
イ
ン　

瀧
本
小
春
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